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日本山岳会平成13年度海外登山基金の助成対象となった

三つのヒマラヤ登山について、各登山隊の隊長に、

計画の概要を記してもらいました。

それぞれに厳しい登山になると思われますが、

持てる知恵を絞って、有意義な山登りをしてほしいと思います。

三つのヒマラヤ登山

冬期回―ツェ南壁
日本山岳会東海支部冬期回―ツェ南壁登山隊2001

隊長 田辺 治

東海支部設立40周年記念登山のローツェ南壁登攀ルー ト図

一
九
九
七
年
の
Ｋ
２
学
術
登
山
隊
が

成
功
裡
に
終
了
し
た
後
、東
海
支
部
は
、

次
な
る
目
標
を
四
年
間
研
究
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
二
〇
〇

一
年
十
二
月

に
、
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
ト
モ

ｏ
チ
エ
セ
ン

ル
ー
ト
の
冬
期
初
登
攀
を
目
指
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ツ
ェ

（八
五

一
六
メ
ー
ト
ル
）

は
世
界
第
四
位
の
高
峰
で
、
そ
の
南
壁

は
標
高
差
三
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
大
岩

壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
壁
は
過
去

三
十
回
の
挑
戦
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

メ
ス
ナ
ー
や
ク
ク
チ
カ
ー
プ
ロ
フ
イ
と

い
っ
た
世
界
の
強
者
が
入
れ
替
わ
り
挑

ん
で
は
撃
退
さ
れ
、
ジ
ャ
ジ

ェ
ー
ル
、

ク
ク
チ
カ
を
は
じ
め
五
名
が
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
壁
を
初
登
攀
し
た
の
は

一
九
九

〇
年
春
の
ト
モ

・
チ

ェ
セ
ン
で
す
が
、

疑
惑
の
登
頂
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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そ
の
後

一
九
九
〇
年
秋
に
旧
ソ
連
隊
が

別
ル
ー
ト
か
ら
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
攀
に

成
功
し
ま
し
た
が
、
七
名
が
重
度
の
凍

傷
を
負

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
他

の
挑
戦
は
こ
と
ご
と
く
敗
退
し
、
ロ
ー

ツ
ェ
南
壁
は
今
な
お
世
界
最
難
の
壁
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
東
海
支
部
で
は
、
八
名
の
隊
員

で
、
気
象
条
件
の
も

っ
と
も
厳
し
い
冬

期
世
界
初
登
攀
に
挑
み
ま
す
。
冬
の
八

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
、
気
温
マ
イ
ナ
ス

五
〇
度
、
風
速
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
体
感

気
温
は
マ
イ
ナ
ス

一
〇
〇
度
と
い
う
苛

酷
な
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
襲
い
か
か

る
落
石
と
落
氷
を
避
け
な
が
ら
、
極
端

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
登
攀
を
強
い
ら
れ
ま

す
。し

か
し
な
が
ら

一
九
九
九
年
十
二
月

の
偵
察
の
結
果
、
冬
は
雪
が
硬
く
な
る

分
、
雪
崩
の
危
険
は
少
な
く
な
り
、
ル

ー
ト
状
況
も
安
定
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
十
二
月

一
日
よ
り
短
期
速

攻
で
登
り
、
風
速

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

本
格
的
な
冬
の
ジ

ェ
ッ
ト
気
流
が
吹
く

ク
リ
ス
マ
ス
以
前
に
登
山
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
成
功
の
可
能
性

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
登
山
隊
は
九
月
上
旬
日

本
を
出
発
し
、
秋
に
世
界
第
六
位
の
高

峰
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
に
登

っ
て
高
所
順
応

を
行
い
ま
す
。

今
回
の
登
山
は
非
常
に
大
掛
か
り
な

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
本
山
岳
会

こ
の
度
は
、
私
ど
も
明
治
大
学
ガ
ッ

シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
ー
～
Ⅱ
登
山
隊
に
ご
支

援
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

新
世
紀
初
頭
に
あ
た
る
二
〇
〇

一
年

は
、
明
治
大
学
創
立
百
二
十
周
年
に
あ

た
り
、
ま
た
翌
二
〇
〇
二
年
に
は
体
育

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
山
岳
部
の
創
部
八
十
周
年
と
な
り
ま

す
。
当
山
岳
部
お
よ
び
炉
辺
会

（Ｏ
Ｂ

会
）
は
現
在
ま
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
八
千
メ
ー

ト
ル
峰
十
四
座
の
う
ち
十
座
に
登
頂
を

果
た
し
て
お
り
、
残
る
は
四
座
に
迫

っ

て
お
り
ま
す
。

一
方
、
学
生
の
活
動
に
目
を
向
け
ま

す
と
、　
一
九
九
五
年
の
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ

ヤ
、
ガ
ン
グ
ス
タ
ン
登
頂
を
は
じ
め
、

冬
季
剣
岳
チ
ン
ネ
登
攀
、
冬
季
穂
高
～

槍
ヶ
岳
完
全
縦
走
、
冬
季
日
本
海
～
白

馬
岳
縦
走
な
ど
、活
動
内
容
も
充
実
し
、

現
役
部
員
お
よ
び
若
手
Ｏ
Ｂ
の
間
で
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
対
す
る
熱
気
の
高
揚
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

二
〇
〇

一
年
の
大
学
創
立
百
二
十
周
年
、

二
〇
〇
二
年
の
創
部
八
十
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
．炉
辺
会
に
新
風
を
吹
き

込
む
べ
く
、
若
手
会
員
に
よ
る
八
千
メ

ー
ト
ル
峰
へ
の
連
続
登
頂
を
計
画
い
た

し
ま
し
た
。

当
計
画
は
、
炉
辺
会
員
未
登
の
八
千

メ
ー
ト
ル
峰
四
座
の
う
ち
、
ガ
ッ
シ
ャ

ー
ブ
ル
ム
ー
峰

（八
〇
六
八
メ
ー
ト
ル
）
、

同
Ⅱ
峰

（八
〇
二
五
メ
ー
ト
ル
）
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
六
名
の
登
山
隊
員

全
員
が
二
十
歳
台
と
い
う
若
い
チ
ー
ム

で
す
。
ま
た
、
併
せ
て
周
辺
地
域
の
農

村
、
氷
河
地
形
調
査
で
地
球
環
境
問
題

資
料
収
集
等
を
目
的
と
し
て
、
八
名
か

ら
な
る
学
術
調
査
隊
を
派
遣
し
ま
す
。

来
る
二
〇
〇
二
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
ロ
ー
ツ
ェ

（八
五

一
六
メ
ー
ト
ル
）、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰

（八
〇
九

一
メ
ー

ト
ル
）
連
続
登
山
と
併
せ
て
、
炉
辺
会

員
に
よ
る
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
十
四
座
完

登
を
目
指
す
ド
リ
ー
ム

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ガッシャーブルム I～ Ⅱ
明治大学ガッシャーブルム登山隊2001

隊長 高橋和弘

平均年齢26歳で挑むガッシャーブルム I～ Ⅱ峰
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卜
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

今
回
の
登
山
に
向
け
て
は
、
若
さ
ゆ

え
の
未
熟
で
稚
拙
な
と
こ
ろ
が
多
い
と

は
存
じ
ま
す
が
、
新
世
紀
の
登
山
の
第

一
歩
と
し
て
、
内
容
の
濃
い
登
山
を
展

開
し
、
よ
い
結
果
を
報
告
で
き
る
よ
う

頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
き
で
あ
る
。
五
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

の
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
の
東
に
黒
々
と
岩
壁
を
露
出
す
る
鋭

鋒
が
く

っ
き
り
と
目
撃
さ
れ
た
。
単
な

る
稜
線
上
の
ピ
ー
ク
で
は
な
い
。
個
性

を
持

っ
た

一
個
の
山
と
し
て
そ
の
存
在

を
十
分
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

さ
て
、
今
回
の
登
山
の
特
徴
を
幾
つ

か
述
べ
よ
う
。

①
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
と
し
て
は
珍
し
く
八

日
以
上
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
強
い
ら
れ
る
。

し
か
も
、
後
半
は
人
跡
未
踏
の
道
な
き

道
を
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
山
全
体
が
未
知
の
領
域
で
あ
り
、
資

料
は
皆
無
で
、
わ
ず
か
に
地
図
と
読
売

新
聞
社
と
重
廣
恒
夫
氏
が
撮
影
し
た
写

真
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

③
偵
察
を
や
め

（資
金
的
理
由
か
ら
）、

初
見
参
で
、
隊
員
二
人
だ
け
で
ア
タ
ッ

ク
を
試
み
る
。
三
十
三
歳
の
山
本
茂
久
、

二
十
六
歳
の
千
葉
敦
雄
、
そ
し
て
五
十

五
歳
の
私
だ
。
千
葉
と
私
と
は
親
子
ほ

ど
年
が
違
う
。
勿
論
、体
力
差
も
あ
る
。

重
廣
氏
の
写
真
に
北
面
の
上
部
が
見

え
る
も
の
が

一
枚
あ

っ
た
。
急
峻
な
岩

壁
と
雪
壁
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
が
連
続
す

る
。
国
内
の
冬
期
岩
壁
を
意
欲
的
に
こ

な
す
山
本
を
登
攀
隊
長
に
二
人
で
ザ
イ

ル
を
組
む
が
、
私
た
ち
の
力
が
ど
こ
ま

で
通
じ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

な
ぜ
こ
の
山
に
登
る
の
か
と
聞
か
れ
れ

ば
、
答
は

「ま
だ
誰
も
登

っ
た
こ
と
が

な
い
か
ら
、
そ
れ
が
未
知
な
る
山
だ
か

ら
」
で
あ
る
。
未
知
の
領
域
に
道
を
切

り
開
く
こ
と
に
な
る
未
踏
峰
の
登
山
ほ

ど
心
が
と
き
め
く
こ
と
は
な
い
。
そ
し

て
、
次
の
時
代
を
担
う
若
い
隊
員
に
は

必
ず
や
新
た
な
道

へ
の
扉
と
な
る
と
思

っ
て
い
る
。

海
外
登
山
基
金
補
助
金
を
賜
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
隊
長
・尾
上
昇
、
隊
長
・中
村
進
、
登

攀
隊
長

・
山
本
茂
久
、
隊
員

・
千
葉

敦
雄
。
日
本
出
発
九
月
二
十
四
日
、

帰
国
予
定
十

一
月
十
六
日
。

まだ誰も登つたことがない山

サンルン 7095
ン 桜門山岳会サンルン登山隊2001 隊長 中村 進

未踏の山サンルン 07095m(写真提供 読売新聞社)

「サ
ン
ル

、
馴
染
み
の
な
い
名
を
持

つ
こ
の
山
を
知
る
人
は
少
な
い
と
思
う
。

東
西
二
七
〇
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
グ
レ
ー

ト

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
北
側
に
は
、
ヤ
ル
ツ

ア
ン
ポ
川
が
東
に
向
か

っ
て
流
れ
て
い

る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
東
部
に
至

る
と
大
河
は
突
然
直
角
に
折
れ
進
路
を

南
に
変
え
る
。
サ
ン
ル
ン
は
そ
の
屈
曲

部
の
内
側
、
聖
峰
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
の

東
八
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ひ
っ
そ
り

と
屹
立
す
る
標
高
七
〇
九
五
メ
ー
ト
ル

の
人
跡
未
踏
の
鋭
鋒
で
あ
る
。　
今
秋

の
十
月
中
旬
か
ら
十

一
月
に
か
け
て
、

三
名
の
隊
員
だ
け
で
セ
ミ

・
ポ
ー
ラ
ー
、

あ
る
い
は
セ
ミ

・
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ

ル
で
登

っ
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
私
た

ち
の
計
画
で
あ
る
。

私
が
サ
ン
ル
ン
と
出
会

っ
た
の
は

一

九
九
二
年
の
日
中
合
同
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
登
山
隊
に
報
道
隊
員
と
し
て
参
加
し

アンデス・プランカ山群トレッキング11日間
C躍轟レ 東京。大阪 ●ヤンガヌコ谷からサンタクルス谷ヘ

【ツアーのポイント】         (
テント4泊の比較的短いトレッキングで
すが、毎日、美しい山々がふんだんに
眺められ、標高4,750mの峠も越える充
実コース。トレッキングの前にはワラ
スをベースに高所順応をします。

《出発日》
●6/7 ●6/21 ●7/5
●7/19● 8/16●9/13

国土交通大臣登録旅行業490号/(社 )日本旅行業協会正会員

月″r争リタ昇多ど貿』|五書″
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第
二
十
九
回
山
岳
史
懇
談
会

第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
あ
し
あ
と

二
月
二
十
八
日
の
夕
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ

の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
元
代
表
の
二
宮
洋
太

郎
氏
を
ル
ー
ム
に
お
招
き
し
て
、
戦
後
日

本
の
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
に
エ
ポ

ッ
ク
を
画
し

た
ク
ラ
イ
マ
ー
集
団
の
歴
史
を
語

っ
て
い

た
だ
い
た
。
出
席
者
は
二
十
八
名
。

昭
和
三
十
三
年
に
結
成
さ
れ
、
よ
り
高

く
よ
り
困
難
な
登
攀
、
ス
ー
パ
ー
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
の
旗
を
掲
げ
て
活
躍
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ

Ⅱ
の
最
大
の
特
色
は
、
斯
界
の
先
端
を
ひ

た
走
る
尖
鋭
な
実
践
活
動
と
、
そ
の
基
層

文
化
に
関
す
る
幅
広
い
研
究
活
動
が
分
か

ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

岩
場
の
科
学
的
な
グ
レ
ー
デ
イ
ン
グ
、
登

山
技
術
体
系
の
整
備
、
埋
め
込
み
ボ
ル
ト

の
考
案

ｏ
製
作

・
実
験
を
は
じ
め
諸
登
山

用
具
の
改
良
と
モ
デ
ル
化
、
登
山
思
潮
の

研
究
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
出

版
そ
の
他
の
普
及
活
動
な
ど
、
こ
の
団
体

の
文
化
遺
産
は
ま
こ
と
に
数
多
い
。

ま
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
個
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

を
主
唱
し
、
国
内
の
積
雪
期
Ｄ

（デ
ィ
フ

イ
カ
ル
ト
）
Ｖ

（ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

ル
ー
ト
の
開
拓
か
ら
本
場
ア
ル
プ
ス
の
北

壁
登
攀
に
い
た
る
目
覚
し
い
山
行
が
、
同

人
個
々
の
創
意
と
行
為
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
、
こ
の
集
団
の
先
進
性
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。
カ
フ
カ
ズ
、
パ
ミ
ー
ル
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
な
ど
、
当
時
日
本
の

登
山
家
に
は
未
踏
の
中
央
ア
ジ
ア
の
山
域

に
、
延
べ
八
隊
が
探
検
と
登
攀
に
赴
い
た

パ
イ
オ
ニ
ア
活
動
に
も
、
組
織
行
動
で
あ

り
な
が
ら
有
志
の
熱
の
こ
も
っ
た
個
人
山

第2次RCCの活動を語る三宮洋太郎氏

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

行
の
趣
が
見
て
取
れ
る
。

そ
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
最
初
に
し
て
最
後
の

集
団
登
攀
を
行

っ
た
の
が
、
昭
和
四
十
八

年
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
南
壁

へ
の
挑
戦
で
あ

る
。
劇
的
な
敗
退
で
終
わ

っ
た
こ
の
登
攀

を
二
宮
氏
は
、
十
五
年
間

一
途
に
燃
焼
し

続
け
た
革
命
的
ク
ラ
イ

マ
ー
集
団
の
最
後

の
き
ら
め
き
と
見
て
、
そ
の
波
瀾
の
歴
史

を
こ
の
段
階
で
締
め
く
く

っ
た
。

そ
の
あ
と
講
師
を
囲
ん
で
に
ぎ
や
か
な

懇
談
が
続
き
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
が
切
り
開
い
た

疾
風
怒
涛
の

一
時
代
に
思
い
を
馳
せ
た
。

な
お
当
日
の
講
演
の
詳
し
い
内
容
は
今
年

の

『山
岳
』
に
掲
載
の
予
定
で
あ
る
。

（平
井
吉
夫
）

平
成
十
二
年
度
下
期
・第
三
十
二
回

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ニ
月
二
十

一
日
ω
午
後
二
時
よ
り
、
平

成
十
二
年
度
下
期
入
会
者

（対
象
会
員
番

号

一
三
二

一
五
～

一
三
二
九
四
ま
で
の
八

十
名
）
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
本
会

ル
ー
ム
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
満
開
の
桜
に
雪
と
い
う
二
十

五
年
ぶ
り
の
天
候
の
中
を
、
新
潟

（越
後
）
、

奈
良

（関
西
）
と
、
支
部
か
ら
の
参
加
者
を

含
め
二
十
六
名

（う
ち
女
性
七
名
）
が
出

席
し
ま
し
た
。
小
倉
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
始
ま
り
、
大
塚
会
長
よ
り
、
当
山
岳
会

の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
と
し
て
の
楽
し
み
方
を

多
岐
に
わ
た
り
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
担
当
高
原
理
事
に
よ
る

「組
織
と
活

動
」
、
先
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
年
齢

構
成
な
ど
は
、
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
の

説
明
、
そ
の
他
山
岳
保
険
、
山
岳
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
案

内
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
に
よ
る

記
念
撮
影
後
は
新
入
会
員
の
自
己
紹
介
、

意
見
交
換
と
続
き
ま
し
た
。

入
会
動
機
は
、
昨
年
の
夏
の
カ
ナ
ダ
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
ま
た
、
若
い

と
き
に
大
学
山
岳
部

で
活
躍
し
て
い
た

方
々
の
復
活
、
中
高
年
に
達
し
て
山
に
深

く
か
か
わ
り
た
い
、
知
識
情
報
を
得
た
い

な
ど
、
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

平成12年度下期のフレッシュな顔

(4)
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山 672-200105・ 20(第 三種郵便物認可 )

懇
親
会
で
は
、
恒
例
と
な

っ
た
新
入
会

員
お
国
自
慢
の

「お
酒
」
「ワ
イ
ン
」
を
持

ち
寄

っ
て
の
歓
談
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

午
後
六
時
過
ぎ
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（石
光
久
仁
子
）

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

北
の
ア
ル
プ
美
術
館
に
つ
い
て

北
海
道
斜
里
町
に
あ
る

「北
の
ア
ル
プ

美
術
館
」
は
、
山
の
月
刊
誌

「ア
ル
プ
」

を
核
に
、
山
の
文
学
お
よ
び
美
術
を
扱

っ

た
私
設
の
文
学
館

・
美
術
館
で
あ
る
。

一
月
二
十
九
日
、
ル
ー
ム
に
て
、
そ
れ

が
生
ま
れ
た
経
緯
か
ら
、
現
在
そ
し
て
将

来
の
悩
み
ま
で
を
館
長
の
山
崎
猛
氏
に
語

っ
て
い
た
だ
い
た
。

「ア
ル
プ
」
に
出
会

っ
て
か
ら
現
在
ま
で

…
…
ア
ル
プ
か
ら
恩
恵
を
受
け
た
も
の
、

人
生
の
道
じ
る
べ
と
し
て
ア
ル
プ
か
ら
自

分
が
得
た
も
の
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
、
と
始
ま

っ
た
情
熱

あ
ふ
れ
る
話
は
感
動
的
だ

っ
た
。

山
崎
氏
は
昭
和
十
二
年
、
道
南
生
ま
れ
、

十
五
歳
の
春
に
斜
里
の
町
に
住
み
込
み
店

員
と
し
て
本
屋
に
勤
め
た
。
成
人
の
年
に

「ア
ル
プ
」
一
号
に
出
会

っ
て
自
分
の
人
生

の
方
向
転
換
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
先
生
は
書
物
な
わ
け
で
、

「ア
ル
プ
」
で
育

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
、
と
語
る
。

昭
和
四
十

一
年
に
書
店
を
辞
め
、
事
務

機
の
会
社
を
興
し
た
。
四
十
五
年
頃
に
は

文
学
館

・
美
術
館
構
想
が
頭
の
中
に
描
か

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
知
床
半
島
に
関
わ

っ

た
も
の
や
、
北
海
道
が
好
き
に
な

っ
た
作

家
の
作
品
を
集
め
た
い
、
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
二
十
五
年
間
続
い
た
「ア
ル
プ
」
が

五
十
八
年
に
終
刊
を
迎
え
た
と
き
、
終
刊

号
の
「編
集
室
か
ら
」
の
言
葉
が
山
崎
氏
を

「ア
ル
プ
」
に
再
度
引
き
寄
せ
る
。
ア
ル
プ

を
残
す
べ
き
で
あ
り
、
「ア
ル
プ
」
の
精
神
・

思
想
や
「ア
ル
プ
」
が
語
り
伝
え
た
も
の
を

次
の
世
に
伝
え
る
責
任
が
自
分
に
あ
る
、

と
い
う
自
信
と
期
待
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
か
ら
は

「ア
ル
プ
」
を
館
名
に
使

え
る
か
串
田
先
生
な
ど
に
相
談
し
、
許
可

が
下
り
て
か
ら
、
場
所
に
つ
い
て
は

「ア

ル
プ
」
的
な
場
所
、
「ア
ル
プ
」
の
種
が
斜

里
の
土
壌
に
芽
が
出
る
か
ど
う
か
を
考
え

な
が
ら
探
し
た
。
そ
し
て
旧
三
井
農
林
の

酪
農
工
場
跡
地

一
五
〇
〇
坪
に
古
い
建
物

が
点
在
し
て
い
た
の
を
改
築
し
、
平
成
四

年
六
月
十
三
日
に
開
館
し
た
。

個
人
の
夢
は
家
族
の
夢
に
、
家
族
の
夢

は
地
域
の
夢
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「ア
ル
プ
」
の
財
産
は
公
的
な
も
の
、
自
分

は
管
理
す
る
だ
け
、
を
美
術
館
の
基
本
と

し
、
ま
た
、
美
術
館
に
寄
せ
ら
れ
た
串
田

先
生
や
編
集
長

・
大
洞
正
典
氏
の
文
章
が

憲
法
で
、
美
術
館
を
護
る
た
め
に
は
こ
の

血
液
を
汚
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

開
館
後
も

「ア
ル
プ
」
に
通
じ
る
精
神

で
運
営
、
活
動
し
、
美
術
館
に
来
ら
れ
た

人
々
の
ド
ラ
マ
や
蔵
書
、
資
料
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。

美
術
館
は
斜
里
の
環
境
に
助
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
美
術
館
を
山
登
り
の
人
だ
け

で
な
く
、
地
域
に
開
か
れ
た
美
術
館
に
し

た
い
と
も
。
二
十

一
世
紀
に

「ア
ル
プ
」

を
残
せ
た
の
が
自
分
の
財
産
で
、
二
十

一

世
紀
に
ど
う
伝
え
て
ゆ
く
か
が
将
来
的
な

課
題
で
す
、
と
語

っ
た
。

講
演
に
続
い
て
参
加
者
と
の
な
ご
や
か

な
懇
談
と
な

っ
た
。
山
崎
氏
は
話
の
中
で

「ア
ル
プ
美
術
館
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
山

に
対
す
る
謙
虚
な
心
が
語
り
伝
え
ら
れ
て

ゆ
く
確
信
も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

ま
た
山
崎
氏
は
昨
年
出
版
し
た
自
身
の

写
真
集

『日
本
の
灯
台
』
を
出
席
者
の

一

人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
灯
台
の
無
償
の
行
為

と
日
本
列
島
が
リ
ン
ー
で
灯
り
飾
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
と
い
う
。

自
然
や
人
生
に
謙
虚
さ
と
誠
実
さ
で
当

た

っ
て
こ
ら
れ
た
山
崎
氏
の
生
き
方
は
、

爽
や
か
な
感
動
だ

っ
た
。
　

（三
栖
寿
生
）

北のアルプ美術館長・山崎猛氏

譲電錨鳥―等三角点のすべて
多摩雪雄編 B6判 0350頁 0定価1995円 (税込)

都道府県別に一等三角点を地図上に明示。一等三角

点の詳細な解説、一等三角点研究の決定版。

く第
3稿

>―等三角点の名山100
B6半」0336頁・定:価 1632円 (税込 )

100山 すべてコース図と写真入りで実用性が高い。

喜撃言贔―等三角点の名山と秘境
A5判・340頁・定価 1837円 (税込 )

全国一等三角点の地方別の配置図と全国の一等三角
点の総覧が付いている。一等の山100座 を紹介。地
図が大きく見易い。

く第 20巻 >―
等 三 角 点 の 山 々

A5判 0310頁 0定価 1680円 (税込 )

一等三角点の山シリーズ。280山の総索引と高度順
一等三角点 100座が付いている。80座を紹介。

第9巻、第18巻、第20巻のガイドの山は重複しません。

新ハイキングの見本誌はハガキで申し込めば無料で送付します。

新ハイキング社
〒l14-0023

FAX
17‐日 3

8110

新ハイキング選書
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東

西
南

北

イラスト・宇都本慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

山 672-2001・ 5・ 20(第 二種郵便物認可 )

シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
の
氷
塊
跡

西
川
益
生

・
古
市
　
進

一
九
九
八
年
五
月
五
日
、
西
川
は
立
教

大
学
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
偵
察
隊
に

参
加
し
て
、
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
の
川
床
を

ド
ー
ピ
ン
ジ
ヤ
ン
ガ
ル
か
ら
北
ガ
ッ
シ
ャ

ー
ブ
ル
ム
氷
河
の
キ
ヤ
ン
プ
地

（イ
タ
リ

ア
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
）
に
向
か
っ
て

歩
い
て
い
た
。

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
川
幅
が
北
ガ

ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
氷
河
の
舌
端
付
近
で
、

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
狭
ま

っ
た
と
き
、

川
床
の
石
が
大
き
く
な
り
、
歩
き
に
く
く

な

っ
た
。
同
時
に
、
川
床
の
あ
ち
こ
ち
に

窪
み
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
窪
み

の
大
き
さ
は
、
大
き
い
も
の
は
長
辺

一
〇

メ
ー
ト
ル
、
小
さ
い
も
の
は
二
～
三
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
で
、
不
規
則
な
逆
円
錐
形
を

し
て
い
る
。
底
部
に
細
か
い
土
、
明
ら
か

に
水
で
洗
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
上
が
、
窪

み
の
中
の
砂
利

（砕
石
）
の
上
に
乗

っ
か

っ
て
い
た
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
窪
み
が
と
思
い
な

が
ら
、
翌
日
北
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
氷
河

の
舌
端
の
下
を
通

っ
て
、
ウ
ル
ド
ク
氷
河

の
舌
端
に
近
い
左
岸
の
段
丘
に
さ
し
か
か

る
と
、
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
の
川
床
に
、
こ

こ
で
も
同
様
の
窪
み
が
点
在
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
の
窪
み
に
は
、
底

部
に
細
か
い
土
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
川

幅
が
狭
い
た
め
に
す
ぐ
そ
ば
に
流
れ
が
あ

り
、
窪
み
の
底
に
水
が
溜
ま

つ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

「な
ぜ
窪
み
が
で
き
た
の
か
」
疑
間
の
ま

ま

一
年
半
を
過
ご
し
て
い
た
。　
一
九
九
九

年
に
行
わ
れ
た
登
山
隊
の
報
告
書
の
、
古

市
に
よ
る

「シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
流
域
の
水

量
変
動
」
を
読
ん
で
、
疑
間
を
解
く
こ
と

が
で
き
た
。

北
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
氷
河
も
ウ
ル
ド

ク
氷
河
も
直
接
氷
崖
と
な

っ
て
、
シ
ャ
ク

ス
ガ
ム
河
の
川
流
に
接
し
て
お
り
、
二
つ

の
氷
河
に
は
エ
ン
ド
モ
レ
ー
ン
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
氷
河
地
形
か
ら
、
何
ら
か
の

原
因
に
よ
る
大
出
水
が
発
生
し
た
と
き
、

氷
河
の
舌
端
部
の
氷
が
崩
壊
し
て
流
さ
れ
、

そ
の
と
き
で
き
た
氷
塊
が
留
ま

っ
た
と
こ

ろ
で
氷
塊
が
融
け
、
そ
の
跡
に
窪
み
が
残

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、　
一
九
九
九
年
の
登
山
隊
に
参
加

し
た
古
市
は
、
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
撤
収
直

前
の
八
月
九
日
夜
か
ら
十
日
に
か
け
、
広

い
河
原
を
満
々
と
流
れ
る

一
時
的
な
大
増

水
を
目
撃
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ベ
ー
ス

キ
ヤ
ン
プ
撤
収
時
の
八
月
十

一
日
に
撮
影

し
た
写
真
に
は
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
の
川
床

に
散
在
し
た
氷
塊
群
が
見
ら
れ
、
氷
塊
の

巨
大
な
も
の
は
、
長
辺
で

一
〇
メ
ー
ト
ル

の
も
の
も
あ

っ
た
。

そ
の
様
子
の
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
、
北
ガ

ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
氷
河
お
よ
び
ウ
ル
ド
ク

氷
河
と
シ
ャ
ク
ス
ガ
ム
河
と
の
合
流
点
の

概
念
図
と
、
氷
塊
の
散
ら
ば
る
河
原
の
写

真
を
示
す
。
写
真
ｂ
は
最
大
級
の
氷
塊
の

一
例
で
あ
る
。
な
お
、
概
念
図
に
は
写
真

ａ
、
ｂ
の
撮
影
地
を
記
入
し
た
。

も
し
、
前
記
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、

西
川
が

一
九
九
八
年
五
月
に
目
撃
し
た
氷

a.氷塊の散らばる河原

b。 最大級の氷塊
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塊
跡
は
、
近
い
過
去

（
一
～
二
年
前
）
に

大
出
水
が
あ

っ
た
こ
と
の

一
つ
の
証
拠
で

も
あ
る
。

参
考
図
書

『遠
き
山
　
加
舒
外
布
魯
本

Ⅱ
峰
』
立
教
大
学
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
Ⅱ

峰
登
山
隊

一
九
九
九

・
編

栂
海
新
道
開
通

三
十
周
年
を
振
り
返
る

小
野
　
健

一
九
五
六
年
、
太
平
洋
岸
か
ら
日
本
海

側
の
化
学
工
場
に
赴
任
し
て
間
も
な
く
、

背
後
に
そ
び
え
る
青
海
黒
姫
山
に
登

っ
た
。

石
灰
岩
の
頂
上
に
立

っ
て
、
飛
騨
山
脈
が

日
本
海
に
達
す
る
北
ア
北
延
主
稜
を
展
望

し
、
強
烈
な
印
象
と
感
動
を
覚
え
た
。

一
八
九
四
年
、
Ｗ

・
ウ

エ
ス
ト
ン
は
、

自
馬
岳
登
山
前
に
天
下
の
険
と
い
わ
れ
る

親
不
知
の
断
崖
に
立

っ
て
、
こ
の
地
が
日

本
ア
ル
プ
ス
の
起
点
で
あ
る
、
と
記
し
て

い
る
。　
一
九
六
〇
年
代
ま
で
北
ア
の
縦
走

道
は
、
朝
日
岳
を
終
点
と
し
、
新
潟
県
側

が
蓮
華
温
泉

へ
、
富
山
県
側
が
北
又
谷
か

ら
朝
日
町

へ
下
る
ニ
コ
ー
ス
が
あ

っ
た
。

し
か
し
主
稜
線
は
さ
ら
に
北
に
延
び
て
長

栂
山
～
犬
ヶ
岳
～
白
鳥
山
を
経
て
親
不
知

の
絶
壁
で
日
本
海
に
消
滅
し
て
い
る
。

当
時
こ
の
山
域
に
は
登
山
道
が
な
か
っ

た
の
で
、
積
雪
期
以
外
の
踏
破
が
困
難
で

あ

っ
た
。
こ
の
朝
日
岳
以
北
の
遠
大
な
稜

一
九
六

一
年
、
職
場
の
同
僚
七
名
で
山

岳
会
を
結
成
し
、
「栂
海
新
道
」
の
開
拓
に

着
手
し
た
。
当
初
か
ら
三
〇
キ
ロ
に
お
よ

ぶ
遠
大
な
構
想
を
打
ち
上
げ
て
も
会
員
の

協
力
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え
、
実
現
可
能

な
目
標
に
分
割
し
、　
一
区
画
ず

つ
完
遂
し

て
つ
な
い
で
い
っ
た
。

ま
ず
手
始
め
に
、
職
場
に
近
い
黒
姫
山

に
山
小
屋
を
建
て
、
さ
わ
が
に
新
道
を
伐

開
し
て
自
信
を
つ
け
た
。
つ
ぎ
に
、
青
海

川
上
流
よ
り
作
業
道
を
伐
り
、
菊
石
山
で

本
線
に
出
て
、
町
の
最
高
峰
犬
ヶ
岳
に
達

し
た
。
さ
ら
に
、
南
に
向
か
っ
て
朝
日
岳

を
目
指
し
た
が
、
途
中
で

一
部
国
有
林
に

入
り
込
ん
で
い
た
た
め
、
無
許
可
伐
採
で

御
用
と
な

っ
た
。
新
潟

・
富
山
両
県
の
営

林
署
担
当
官
に
よ
る
現
地
立
会
い
調
査
が

あ

っ
た
が
、
テ
ン
ト
の
中
で
も
登
山
道
開

拓
の
思
い
を
訴
え
た
。
か
く
し
て
、
無
断

伐
採
事
件
は
、
誤
伐
と
い
う
裁
決
で
罰
金

を
支
払

っ
て
顛
末
し
た
。

す
で
に
、
登
山
道
開
設
許
可
申
請
中
で
、

藪
刈
り
も
中
断
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
間

に
縦
走
道
中
間
地
点
の
犬
ヶ
岳
頂
上
直
下

に
栂
海
山
荘
を
建
設
し
た
。
将
来
、
栂
海

新
道
を

一
般
登
山
道
と
し
て
開
放
す
る
に

は
、避
難
小
屋
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

約
ニ
ト
ン
の
資
材
を
人
肩
で
ボ
ッ
カ
し
、

す
べ
て
会
員
の
自
力
で
建
設
し
た
。
登
山

道
の
開
設
許
可

（営
林
署

・
厚
生
省

・
文

化
庁

・
林
業
事
務
所
）
が
下
り
る
と
す
ぐ
、

新
設
の
山
小
屋
を
快
適
な
ベ
ー
ス
地
と
し

て
藪
刈
り
を
再
開
し
、
お
花
畑
の
広
が
る

朝
日
岳
に
達
し
た
。
最
終
日
標
は
日
本
海

で
あ
り
、
梅
雨
の
降
り
し
き
る
日
、
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
の
出
る
菊
石
山
と
親
不
知
を

つ

な
い
で
全
コ
ー
ス
を
開
通
し
た
。

振
り
返
る
と

一
九
七

一
年
、
十
年
の
歳

月
を
か
け
て
三
〇
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
栂
海
新

道
と
栂
海
山
荘
を
建
設
し
、
北
ア
最
後
の

秘
境
と
い
わ
れ
た
朝
日
岳
以
北
に
、
夢
の

完
全
縦
走
登
山
道
を
開
拓
し
、　
一
般
登
山

者
に
開
放
で
き
た
。
開
通
後
も
、
三
十
年

間
に
わ
た
り
、
毎
年

コ
ー
ス
の
整
備
と
山

小
屋
の
管
理
を
続
け
て
き
た
。
こ
の
期
間
、

会
員
の
入
退
者
も
多
く
あ

っ
て
、
決
し
て

順
調
な
行
程
で
は
な
か
っ
た
。
九
二
年
か

ら
は
会
員
が
老
兵
二
人
と
な
り
、
今
は
他

の
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
岳
友
に
よ

っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。

想
え
ば
、
自
費
自
弁
の
重
労
働
に
耐
え
、

仲
間
と
の
絆
を
深
め
、
自
然
と
の
出
会
い

に
陶
酔
し
な
が
ら
、
地
道
な
努
力
を
続
け

て
き
た
。
ま
さ
に
共
通
の
目
標
を
持

っ
て

行
動
し
て
き
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
果
で

あ
り
、
藪
刈
り
道
楽
人
生
で
あ

っ
た
。

現
在
で
は
、
静
か
な
山
域
と
栂
海
の
自

然
に
魅
せ
ら
れ
て
、
全
国
か
ら
登
山
者
が

訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
栂
海
に
潜

っ
て

四
十
年
、
い
ま
は
、
わ
が
別
荘
で
全
国
か

ら
訪
れ
る
岳
人
た
ち
と
栂
海
新
道
の
山
談

義
を
す
る
の
が
楽
し
み
と
な

っ
た
。
今
後

は
、
こ
の
長
丁
場
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め

の
体
制
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
大

栂海新道の藪刈り作業    栂海山荘資材の荷揚げ (1969年6月 )

山 ル に で 布 か 特 値 著 は  す る 海 北 線
道 プ 見 き が ら に の な

｀
ま る ユ に ア に

な ス ら る 稜 高 植 高 特 地 た だ 二 達 完 登
の と れ

°
線 山 生 い 徴 質

｀
ろ 1し 全 山

だ 海 な こ 上 植 面 地 を ・ 自 う ク て 縦 道°
を い う に 物 で 域 有 地 馬

°
な フ 走 が

つ °
し 連 ま は で し 形 岳  コ イ の 伐

な ま た 続 で
｀

も
｀・ S lナ 果 開

ぐ さ 地 し の 海 あ 学 植 親  ス 1て さ
夢 に 域 て 垂 岸 つ 術 生 不  が ン に れ
の

｀
は 確 直 植 た 的 に 知  誕 を 日 れ

登 ア 他 認 分 物
°

価 顕 間  生 飾 本 ば

(7)
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き
な
課
題
で
あ
る
。

栂
海
新
道
年
表

一
九
六

一
年
　
さ
わ
が
に
山
岳
会
結
成

六
二
年
　
黒
姫
小
屋
建
設

六
五
年
　
さ
わ
が
に
新
道
伐
開

六
六
年
　
栂
海
新
道
伐
開
始
め

六
八
年
　
営
林
署
現
地
立
会
い
調
査

六
九
年
　
栂
海
山
荘
建
設

七
〇
年
　
登
山
道
開
設
許
可

国
立
公
園

・
国
有
林

・
特

別
天
然
記
念
物

・
保
安
林

七

一
年
　
栂
海
新
道
全
線
開
通

（開
通
後
は
毎
年
整
備
）

七
二
年
　
山
と
漢
谷
社
山
岳
賞

八

一
年
　
栂
海
山
荘
増
築

八
五
年
　
新
潟
日
報
社
文
化
賞

九
四
年
　
栂
海
山
荘
再
増
築

二
〇
〇

一
年
　
栂
海
山
荘
改
築

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
―

日
本
か
ら
の
発
信

中
村
　
保

こ
こ
十
年
の
間
に
、
中
国
南
西
辺
境
の

東
南
チ
ベ
ッ
ト
・雲
南
・四
川
・青
海

へ
、
探

検
家
や
宣
教
師
の
足
跡
を
訪
ね
て
二
十
回

出
か
け
、
二
冊
の
本
を
上
梓
し
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
に
出
版
し
た
の
が

『深
い
浸

食
の
国
―
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
、
地
図
の
空
自

部
を
行
く
』
（山
と
漢
谷
社
）
で
す
。
横
断

山
脈
と
呼
ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
縁
の

広
大
な
山
域
の
知
ら
れ
ざ
る
未
踏
の
山
々

と
峡
谷
を
、
概
説
と
紀
行
を
縦
糸
に
、
探

検
史
を
横
糸
に
織
り
込
ん
で
、
体
系
的
か

つ
綜
合
的
に
ま
と
め
た
世
界
で
初
め
て
の

本
で
す
。
で
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
、

米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
支
援
を
受
け
て
、
こ
の
地
域
に
も
っ
と

も
深
く
関
わ
っ
た
ハ
ワ
イ

・
ビ
シ
ョ
ッ
プ

博
物
館
の
探
検
家

ｏ
民
俗
研
究
家

・
植
物

採
集
家
、
ジ
ョ
セ
フ

・
ロ
ッ
ク
の
一
九
二

三
年
の
紀
行
を
引
用
し
ま
す
。

「雲
南
西
北
部
と
東
南
チ
ベ
ッ
ト
が
接
す

る
と
こ
ろ
、
人
間
を
容
易
に
寄
せ
つ
け
な

い
険
し
い
山
々
の
障
壁
と
深
く
切
れ
込
む

荒
々
し
い
峡
谷
の
景
観
ほ
ど
、
探
検
家
や

写
真
家
を
魅
了
す
る
世
界
が
ほ
か
に
あ
る

だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
の
、
い
や
、
中
国
の

豪
壮
な
浸
食
の
谷
と
、
そ
の
分
水
嶺
に
聟

え
る
峰
々
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
人
は

ご
く
限
ら
れ
て
い
た
」

こ
こ
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原
に
源
を
発
す

る
ア
ジ
ア
の
五
つ
の
大
河

（揚
子
江

・
メ

コ
ン

・
サ
ル
ウ
イ
ン

・
イ
ラ
ワ
ジ

・
ブ
ラ

マ
プ
ト
ラ
）
が
わ
ず
か

一
五
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
間
に
互
い
に
接
近
し
て
南
流
す
る

特
異
な
地
形
で
、
今
日
で
も
メ
コ
ン
の
西

側
は
陸
の
孤
島
で
あ
り
、
未
開
放
地
区
な

の
で
入
域
は
困
難
で
す
。

伝
統
あ
る
ア
ル
パ
イ
ン
・ク
ラ
ブ
（英
国

山
岳
会
）
か
ら
の
依
頼
で
、
ア
ル
パ
イ
ン

ｏ

ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
〇
〇
〇
年
号
に

〃∽
”
ｏ
ヨ

筍
①
井
∽
”
コ
Ｑ
∪
①
①
ｕ
ｏ
ｏ
ｃ
ユ
【く
（深
い
浸
食

の
国
の
山
と
谷
）
〃
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で

解
説

・
紀
行
お
よ
び
五
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー

写
真
を
載
せ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
英
国
で

す
。
前
文
で

「中
村
保
氏
の
雲
南
で
の
活

動
は
、
そ
の
美
し
い
土
地
に
多
く
の
人
を

赴
か
せ
る
だ
ろ
う
。
―

彼
は
二
十

一
世

紀
に
探
検
さ
れ
る
べ
き
新
し
い
領
域
が
確

か
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
の
評

価
と

一
味
違
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
山
岳
会

の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
も
継
続
的
に
寄
稿
し
て

い
ま
す
。

こ
う
書
く
と
自
己
宣
伝
が
ま
し
く
な
り

ま
す
が
、
本
意
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
日
本
の
登
山
家
、
探
検
家
や
冒
険
家

の
世
界
で
も
、
立
派
な
成
果

ｏ
業
績
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外

へ
の
発
信
が

非
常
に
少
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
た
め
で
す
。

海
外
の
登
山
家
か
ら
も
、
つ
と
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
欧
米
の
古
書
店

の
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
も
、
写
真
集
を
の
ぞ

い
て
、
英
語
で
書
か
れ
た
単
行
本
の
紀
行

や
探
検
記
は
、　
一
世
紀
前
に
書
か
れ
た
河

口
慧
海
の

〃
↓
耳
①
①
く
８
「∽
ゴ
ゴ
σ
①
メ

だ
け
で
す
。
中
高
年
の
登
山
人
口
が
急
増

し
、
海
外
ツ
ア
ー
登
山
や
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

が
盛
ん
な
昨
今
で
す
が
、
日
本
発
の
価
値

あ
る
情
報
に
は
皆
さ
ん
無
関
心
す
ぎ
る
よ

う
で
す
。

そ
ん
な
状
況
を
懸
念
し
て
、　
一
橋
大
学

や
京
都
大
学
と
縁
の
深
い
ア
メ
リ
カ
登
山

界
の
重
鎮
で
知
日
派
の
ニ
コ
ラ
ス

・
ク
リ

ン
チ
氏
が
根
回
し
を
し
、
私
も
お
手
伝
い

し
て
、
日
本
山
岳
会

⌒Ｊ
Ａ
Ｃ
）
と
ア
メ

リ
カ
山
岳
会

（Ａ
Ａ
Ｃ
）
と
の
交
流
が
昨

年
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
Ａ
Ａ
Ｃ

の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
を
日
本
に
招
待
し
、

「ア
メ
リ
カ
登
山
界
の
現
状
と
展
望
」
を
講

演
し
て
も
ら
い
、
日
本
と
の
情
報
交
換
の

チ
ヤ
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
糸
口
を
つ
く
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
か
ら
の
登

山
や
探
検
の
情
報
提
供
ル
ー
ト
の

一
つ
が

機
能
し
つ
つ
あ
り
、
私
な
り
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ
に

対
し
て
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
メ
コ
ン
川
水
源
の
探
査
の
　
＞８

問
題
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。
メ
コ
ン
川
の
　
＜

探
検
は

一
八
六
〇
年
代
に
イ
ン
ド
シ
ナ
を

植
民
地
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
が
着
手
し
ま
し

た
。
ア
ン
コ
ー
ル

・
ワ
ッ
ト
が
発
見
さ
れ

た
頃
で
す
。
下
流
か
ら
上
流
部
へ
探
検
が

行
わ
れ
、　
一
八
九
四
年
に
チ
ベ
ッ
ト
高
原

の
水
源
付
近
に
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
ド
・

ラ
ン
と
グ
ル
ナ
ー
ル
が
到
達
し
ま
し
た
。

そ
の
百
年
後
の
一
九
九
四
年
九
月
に
フ

ラ
ン
ス
人
探
検
家
二
人
が
源
流
域
を
訪
れ
、

自
分
た
ち
が
メ
コ
ン
の
水
源
を
発
見
し
た

と
欧
米
で
派
手
に
発
表
し
、　
一
九
九
七
年

に
は
著
名
な
探
検
家

・
チ
ベ
ッ
ト
学
者
で

あ
る
隊
長
の
パ
イ
セ
ル
が
メ
コ
ン
水
源
発

見
の
本
を
出
し
ま
し
た
。

権
威
あ
る
英
国
の
王
立
地
理
学
会
は
黙
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認
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ス
を
始

め
と
し
て
新
聞
各
紙
は

「二
十
世
紀
最
後

の
地
理
上
の
謎
を
解
決
す
る
快
挙
」
と
も

て
は
や
し
ま
し
た
。

し
か
し
、　
一
九
九
四
年
に
は
、
時
を
同

じ
く
し
て
中
国
科
学
院
と
東
京
農
業
大
学

探
検
部
が
メ
コ
ン
の
別
の
水
源
に
到
達
し

ま
し
た
。
彼
ら
の
科
学
的
な
測
量

。
測
定

に
よ
り
、
日
中
合
同
隊
の
到
達
点
付
近
が

メ
コ
ン
の
真
の
水
源

（川
の
長
さ
、
流
域

面
積
、
流
水
量
等
か
ら
）
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
て
い
ま
す
。　
一
九
九
九
年
に
は
中
国

科
学
院
の
大
規
模
な
調
査
隊
が
さ
ら
に
精

査
を
し
、　
一
九
九
四
年
の
日
中
合
同
隊
の

推
論
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

問
題
は
、
農
大
隊
も
中
国
隊
も
フ
ラ
ン

ス
隊
の
発
表
に
異
を
唱
え
、
は

っ
き
り
自

分
た
ち
の
成
果
と
主
張
を
欧
米
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
も
し
今

で
も
フ
ラ
ン
ス
人
が
メ
コ
ン
水
源
の
第

一

発
見
者
だ
と
欧
米
で
信
じ
ら
れ
て
い
る
と

し
た
ら
心
外
な
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を

日
本
の
山
岳
誌
に
書
き
、
欧
米
の
友
人
た

ち
に
問
題
提
起
を
し
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

ボ
リ
ビ
ア
日
記

・
２

チ
ャ
カ
ル
タ
ヤ
ス
キ
ー
場増

山
　
茂

某
月
某
日

こ
こ
は
こ
れ
で
四
回
目
に
な
る
が
、
い

つ
き
て
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
な
あ
。
機

械
式
リ
フ
ト
を
備
え
た
ス
キ
ー
場
の
う
ち

で
、
世
界
で
も
ダ
ン
ト
ツ
、　
一
番
高
い
と

こ
ろ

（五
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
あ
る
ス

キ
ー
場
で
あ
る
。
二
番
目
が
中
国
の
な
ん

と
か
と
い
う
と
こ
ろ

（四
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
？
）
、
三
番
目
が
カ
シ
ミ
ー
ル
の
の
Ｃ
Ｆ

”
「
∞

（四
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
と

い
う
。
い
ず
こ
も
ス
キ
ー
は
あ
ま
り
う
ま

く
な
さ
そ
う
な
国
だ
。

ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
の
会
長
カ
ル
ロ
ス
、

副
会
長
マ
リ
オ
　
そ
れ
に
若
者
フ
リ
オ
の

男
性
陣
の
他
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
と
マ
ル
シ

ャ
と
い
う
美
人
が
迎
え
に
来
る
。
例
の
ご

と
く
昨
夜
は
雷
を
伴
う
大
雨
。
ラ
パ
ス
の

坂
道
は
小
川
に
な
る
。
こ
の
雨
で
チ
ャ
カ

ル
タ
ヤ
は
雪
。
麓
か
ら
真

っ
白
に
な

っ
て

お
り
、
一
瞬
こ
れ
は
ど
こ
の
山
か
と
迷
う
。

カ
ル
ロ
ス
の
カ
ミ
カ
ゼ
運
転
で

一
時
間

で
到
着
。
し
か
し
積
雪
は
か
な
り
の
も
の

で
、
ち
ょ
っ
と
手
前
の
気
象
観
測
所
で
車

を
降
り
て
歩
く
。
彼
ら
は
ス
キ
ー
支
度
を

す
る
。
み
ん
な
、
普
通
の
ア
ル
ペ
ン
の
格

好
。
マ
リ
オ
だ
け
は
山
ス
キ
ー
の
格
好
で
、

シ
ー
ル
を
貼
り
、
踵
が
あ
が
る
ビ
ン
デ
イ

ン
グ
で
上
が
っ
て
ゆ
く
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ

た
ち
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
用
の
ス
キ
ー
も
し

っ

か
り
し
た
も
の
だ
。
昔
カ
ル
ロ
ス
に
習

っ

た
の
だ
そ
う
だ
。
カ
ル
ロ
ス
は
二
十
年
前

の
大
回
転
の
選
手
で
、
ボ
リ
ビ
ア
を
代
表

し
て
南
米
を
転
戦
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、

リ
フ
ト

（こ
こ
の
は
リ
ー
プ
ト
ー
）
が
あ

る
の
は
ボ
リ
ビ
ア
広
し
と
い
え
ど
も
こ
こ

だ
け
ら
し
い
か
ら
腕
前
の
方
は
む
ず
か
し

か
ろ
う
が
。
そ
の
お
か
げ
で
か
れ
は
Ｑ
ｃ
σ

ゝ
５
Ｑ
ヨ
”
”
ｏ
一〓
”
”
ｏ

⌒ス
キ
ー
連
盟
を
兼

ね
る
）
の
会
長
に
な

っ
て
い
る
。

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
人
は
多
く
は

な
い
。
ラ
パ
ス
在
住
の
外
国
人
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
い
う
。

今
回
も
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
方
と
ま
た

会
う
。
そ
う
い
え
ば
岩
登
リ
ゲ
レ
ン
デ
で

も
会

っ
た
し
、
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

と
こ
ろ
で
も
会

っ
た
。
日
本
大
使
館
の
方

も
お
誘
い
し
た
の
だ
が
、
今
回
は
お
忙
し

い
と
の
こ
と
だ

っ
た
、
残
念
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
は
上
手
な
英
語
を
話
す
。

カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
学
習
経
験
が
あ

る
。
現
在
ラ
パ
ス
の
大
学
で
教
え
始
め
た

と
い
う
。
そ
う
か
、
マ
リ
オ
な
ど
も
そ
う

だ
け
ど
、
私
の
前
に
現
れ
る
の
は
、地
理
的

に
も
ラ
ン
ド
ブ

ロ
ツ
ク
さ
れ
、
社
会
的
に

も
ア
イ
ソ
レ
イ
ト
さ
れ
た
国
ボ
リ
ビ
ア
で

は
、
と
て
も
マ
ン
な
層
に
属
す
る
人
々
で

あ
る
こ
と
に
心
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
な
。

彼
ら
は
ス
キ
ー
を
、
わ
た
し
は
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
む
。
私
の
ス
キ
ー
歴
は
四
十

年
を
超
え
る
の
だ
が
、
こ
の
間
三
十
九
年

分
は
後
退
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
滑
ろ
う

と
い
う
勇
気
は
な
い
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
が
経
営
を
任
せ
て
い

る
小
屋
主
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
、
カ
ー
ル

の
作
る
ド
イ
ツ
風
料
理
は
な
か
な
か
い
け

る
。
ボ
リ
ビ
ア
の
皆
は
こ
こ
五
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
で
ビ
ー
ル
を
が
ん
が
ん
飲
む
。
ボ

リ
ビ
ア
山
岳
会
と
日
本
山
岳
会
の
前
途
を

祝
し
て
サ
ル
ー

（乾
杯
）
と
叫
ん
で

一
杯

だ
け
飲
む
の
が
私
に
は
精

一
杯
。

の
ん
び
り
し
た
ス
キ
ー
の

一
日
。

1'ト

旬
雪
山
路

川
崎
精
雄

目
印
の
撫
の
銘
傷
雪
山
路

獣
罠
あ
り
と
立
札
雪
山
路

針
金
の
通
行
止
や
雪
山
路

山
犬
の
声
街
せ
り
雪
山
路

雪
山
路
御
巣
鷹
山
に
黙
祷
す

北アルプス自馬連峰
ゆつくりとした重山をお楽しみください。

素泊り、山行中の継続

駐車もできます。最寄駅、

登山口など、送迎します。

スケッチ、写真撮影な

ど四季折々の自馬の名所

をご案内いたします。

宿泊料金(1泊 2食 ):

9∞0円

格安コース :石∞円より

4斗轟謳の名

0移まわリ
長野県北安曇郡白馬村神城22114‐ 17
TEL (0261)75-2292(代 )

FAX(0261)75-3284

(9)
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第 4 会員アンケー ト結果報告・ 2

会員アンケー ト実行委員会

11.登山経験

無雪期登山のみの経験者が22%を 占める (前

回19%)。 一方、オールラウンドな登山の経

験者は50%を 占める (前 回56%)。

E rgagf
Qzoool

ほとんどない

無雪期低山登山

無雪期高山登山

+岩沢登リ

+雪山登山

+岩沢+雪山登山

無記入

在籍年数/登山経験

在籍年数が 5年以内の短い会員は

長い会員に比べて登山経験が少な
い。オールラウンドな登山の経験

者が35%と 、31年以上在籍の会

員の67%に較べて大きく下回る。

E]ほ とんどない
国1無雪期高山登山
田雪山登山
口1無記入

□
日
目

無雪期低山登山

り岩沢登

岩沢+雪山登山

5年以内

6年～10年

11年～15年

16年～20年

21年～30年

31年以上

12.海外登山経験

海外登山 (ト レッキングを除く)の経験者は

ちょうど半分の50%を数える。なかでも5回
以上の経験者が前回の7%から13%と 6ポ イ
ントも増えているのが注目される。

田 19田年
ml“9年

図 2000年

経験なし

経験あり

1回

2回

3回

4回

5回以上

無記入

(10)
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13.海外登山の最高高度

海外登山の最高到達高度は6000mを 超

える経験者が17%、 8000m以 上だけで

2%と 、当会会員の高所登山の活発なこ

とを物語っている。

8,000m以上

～8,000rrl

～7,000rrl

～6,000mn

～5,000rn

～4,000rn

3,000mま で

無記入

0    2    4

14.海外登山の意向

海外登山を行いたい会員は、現在計画進

行中を含めて46%と たいへん多い。 意向なし

将来行きたい

計画進行中

無記入

15日 会室の利用 (年間)

前々回 (1983年 )以来ほぼ同じ

傾向である。会室を利用した会員

は24%、 利用 しなかった会員は

74%を 数 える。なお、年間20回

以上のヘ ビーユーザーは3%で、

前回 (1989年 )よ り 1ポ イン ト

増えている。

80%
Z科

31

E::ヨ2626

鉤颯鰯 1巫 鬱 l二囲 1983年

m1989年
をレ000年

０

０

０

０

０

０

０

０

利用しない 利用した 1回～4回  5回～9回 10回～19回 20回以上  無記入

住所/会室利用

居住別でみると、当然のことながら首都

圏の会員の会室利用が多い。

□l千」用しない

国4回利用
□ 9回利用
図 19回利用
□ 20回以上

東京・神奈川・千葉0埼玉

群馬。栃木 0茨城

その他支部のある県

その他支部のない県

(11)
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16.図書室の利用 (年間)

利用した会員は20%である。前回
とほぼ同様な傾向となつている。

9096

国 1983年

□ 1989年

四 2000年

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

７

６

５

４

３

２

１

利用しない 利用した 1回～4回  5回～9回 10回 ～19回 20回以上  無記入

崚力
％

５

一‐
ｒ

里

２０
閉％
＃

１ ９

一

３８
目
目
日
目
目

31
日
目
口
H
口
に
=ゴ

Eヨ…2∴ 1旦上ム l o上上 l o上ム

17.上高地の山研のこれ
までの利用状況

利用したことのある会員が35%
に対 し、利用 したことのない会

員が63%と 、非常に多い。ただ

し前 回 (1989年 )未 利用者 は

70%だ つたので、山研運営の充

実により未利用者の比率は減っ

ている。

不」用しない

1回～4回

5回～9回

10回～19回

20回以上

無記入

住所/山研利用状況

当然のことながら交通の便のよい首都圏在住
の会員の利用頻度が高い。

[ⅢI東京・神奈川・千葉・埼玉
□群馬0栃木。茨城
πlそ の他の支部のある県
国その他の支部のない県

利用したことがない

今までに1回

2回～4回

5回～9回

10回以上

無記入

|■三:66● ::::::杉ク後|三2多彩笏≡≡≡三iZ■≡≡≡≡

||‖ ‖卜∵8∴∵レジジジ引β疵%杉狂≡≡≡ヨ5三≡≡≡≡

||||||||∴
・∴∵r.・∴1・9・ .∵ .・∴∵∴千プ

`乙

1,02シ|クE≡三81≡≡

1副 ‖‖|‖ ‖‖I::■ :i3::::::::レ ジ:21クノ≡≡≡≡亜≡≡≡

|‖

18・ 集会、行事のいままでの参加状況

集会、行事の参加は前回に比べわずかに増え

ている。居住別には 「支部のある都道府県」

82%、 「首都圏」78%、 「その他の地域」60%
と、前二者の会員の参加が多い。

田 1983年

□ 1989年

四2000年

利用したことがない

今までに1回

2回～4回

5回～9回

10回～19回

20回以上

無記入

(12)
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19.今後充実を望む集会、行事

「講演会」がトップ (47%)を 占める (前回

もトップで45%)。 「一般山行」が29%で 二

番目に高くなっている。

講演会

研究会

懇親会

映画ビデオの会

カルチャー山行

展示会

一般山行

海外登山報告会

同好会活動

無記入
閻

□

1989年
2000年

20.会報「山」の利用状況(読んでいる程度)

3回 とも傾向は同じで、会報 「山」は極めて

よく読まれている (「 ほとんど全部」と「興

味のあるところ」で91%)。 当会の事業とし

ては “会員参加"の トップといえよう。

□
日

1983年
1989年
2000年

ほとんど全部

興味のある所

ごく興味のある所

全然読まない

無記入

21.会報「山」の充実希望記事

「論説・研究・随想」が1位で充

実希望が多い。

6096

５

４

３

２

１

が ギ
Ｊ
″Ｆ

´
´

／

♂

ご

(2A)
二つまで回答 (以下同じ)

17

22日 会報「山」の改善点

今後「山」改善の参考としたい。
B5を A4判 に

文字を13Qよ り大

縦組みを横組みに

イラス ト写真を多用

カラーベージを加えて

無記入

(13)

19
(M.A)

18

28

30

31

(M.A)
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6500nlで
サッカーは可能か

江本嘉伸

五
月
。
二
十

一
世
紀
初
登
頂
を
め
ざ
し

て
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
は
じ
め
八
千
メ
ー
ト
ル

峰
は
、
そ
ろ
そ
ろ
各
国
隊
と
も
ア
タ
ッ
ク

の
準
備
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
会
報
が
届

く
頃
に
は
興
味
あ
る
結
果
が
出
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
だ
だ

っ
広
い
山
頂
を
形
容

す
る
表
現
と
し
て

「サ
ッ
カ
ー
場
の
よ
う

に
広
い
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
ま
さ

か
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
ボ
ー
ル
を
蹴
る
こ

と
は
な
い
が
、
た
と
え
と
し
て
わ
か
り
や

す
い
。
が
、
そ
れ
が
た
と
え
で
済
ま
な
い

事
態
が
地
球
の
裏
側
で
起
き
よ
う
と
し
て

い
る
。

サ
ハ
マ
山
は
標
高
六
五
四
二
メ
ー
ト
ル
、

ボ
リ
ビ
ア

・
ア
ン
デ
ス
の
最
高
峰
だ
。
円

錐
形
の
独
立
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
山

は
、
ド
イ
ツ
の
ヨ
セ
フ

・
プ

レ
ム
が
パ
ー

ト
ナ
ー
を
変
え
て

一
九
二
九
年
八
月
二
十

六
日
北
西
稜
か
ら
、
十
月
四
日
に
南
東
稜

か
ら
初
登
し
た
。
日
本
人
で
は

一
九
六
四

年
、
東
京
外
語
大
隊
の
鈴
木
久
仁
夫
ら
二

人
が
西
面
か
ら
登
頂
し
て
い
る
。
ア
プ

ロ

ー
チ
は
厄
介
で
、
強
風
が
障
害
だ

っ
た
が
、

頂
上
は
平
ら
で
広
い
ら
し
い
。

こ
の
サ
ハ
マ
の
頂
上
で
の
イ
ベ
ン
ト
に

関
し
て
四
月
二
十
八
日
、
首
都
ラ
パ
ス
で

へ
ん
て
こ
な
記
者
発
表
が
ボ
リ
ビ
ア
山
岳

会
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

「サ
ハ
マ
頂
上
で
世
界
最
高
所
サ
ッ
カ
ー

試
合
を
実
施
し
ま
す
…
…
」

え
、
サ
ッ
カ
ー
だ

っ
て
？
　
ボ
ー
ル
蹴

り
を
そ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
で
で
き
る
わ
け

な
い
…
…
。
が
、
ど
う
や
ら
本
気
ら
し
い

の
で
あ
る
。

「実
施
は
二
〇
〇

一
年
六
月
十
五
日
か
ら

二
十
五
日
の
間
」

（も
う
す
ぐ
だ
）
。

選
手
は

「ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
、
中
間
キ

ヤ
ン
プ
、
そ
れ
に
高
所
キ
ャ
ン
プ
の
三
つ

の
キ
ヤ
ン
プ
を
設
け
て
三
日
間
で
登
山
し
、

山
頂
で
の
プ

レ
ー
に
の
ぞ
む
」
と
、
続
く
。

選
手
た
ち
の
高
度
障
害
な
ど
健
康
状
態

は
、
ボ
リ
ビ
ア
高
所
病
理
学
研
究
所
の
専

門
家
た
ち
に
よ

っ
て
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
。

六
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
で
の
サ
ッ

カ
ー
の
目
的
と
は
何
か
。
山
岳
会
の
カ
ル

ロ
ス
会
長
に
よ
れ
ば
、
四
つ
あ
る
。

①
肉
体
的
精
神
的
に
良
好
な
コ
ン
デ
イ
シ

ョ
ン
で
あ
れ
ば
世
界
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

も
競
技
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
。
②
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
創
立
六
十
二

周
年
を
祝
う
行
事
と
し
て
。
③
高
所
で
の

暮
ら
し
、
順
化
の
た
め
の
医
療
科
学
に
協

力
す
る
た
め
。
④
ボ
リ
ビ
ア

ｏ
ア
ン
デ
ス

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
。

試
合
は
十
五
分
ハ
ー
フ
。
十
五
人
か
ら

な
る
参
加
チ
ー
ム
が
四
組
予
定
さ
れ
て
お

り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
う
。
ひ
と
つ

は
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
チ
ー
ム
、
も
う
ひ
と

つ
は
陸
軍
測
地
研
究
所
チ
ー
ム
、
あ
と
の

ニ
チ
ー
ム
は
広
く
世
界
の
関
係
団
体
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
、
と
い
う
。

以
上
は
、
ボ
リ
ビ
ア
高
所
病
理
学
研
究

所
の
客
員
教
授
と
し
て
ラ
パ
ス
に
滞
在
中

の
増
山
茂
会
員
か
ら
の
最
新
の
メ
ー
ル
で

知
っ
た
。
増
山
会
員
は
記
者
会
見
に
も
参

加
し
て
お
り
、
話
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、

ど
う
や
ら
こ
の
ク
レ
イ
ジ
ー
な
計
画
に
火

を
つ
け
た
張
本
人
で
も
あ
る
ら
し
い
。

一
週
間
ほ
ど
前
、
二
〇
〇
二
年
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
メ
リ
カ
予
選
が

ラ
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
南
米
最
強
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
と
対
戦
し
た
ボ
リ
ビ
ア
が
終
了

十
分
前
ま
で
３
１
１
と
リ
ー
ド
、
最
後
に

は
３
‥
３
の
引
き
分
け
と
な
っ
た
も
の
の

ラ
パ
ス
は
大
変
な
熱
狂
に
包
ま
れ
た
。
山

男
に
も
サ
ッ
カ
ー
好
き
は
多
い
。
試
合
後
、

祝
杯
を
あ
げ
な
が
ら
熱
戦
に
興
奮
気
味
の

登
山
家
た
ち
の
間
で

「世
界
最
高
所
の
サ

ッ
カ
ー
試
合
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
？
」
を
め

ぐ

っ
て
議
論
と
な

っ
た
。

な
に
し
ろ
首
都
が
富
士
山
の
高
さ
に
あ

る
国
で
の
話
で
あ
る
。
自
国
よ
り
高
い
場

所
は
な
か
ろ
う
、
と
思
い
た
い
山
岳
会
の

面
々
は
、
ネ
パ
ー
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
の
奥
地
、

標
高
五
千
メ
ー
ト
ル
で
の
シ
ェ
ル
パ
た
ち

と
の
サ
ッ
カ
ー
試
合
の
経
験
を
増
山
か
ら

聞
い
て
考
え
込
ん
だ
。
あ
げ
く
カ
ル
ロ
ス

会
長
は
、
思
い
き

っ
た
ボ
リ
ビ
ア
最
高
峰

で
の
高
所
サ
ッ
カ
ー
試
合
計
画
を
思
い
つ

い
た
の
だ
。

と
、
増
山
の
メ
ー
ル
は
結
ば
れ
て
い
る
。

破
天
荒
な
ア
イ
デ
ア
だ
が
、
二
〇
〇
二

年

「国
際
山
岳
年
」
の
プ

レ

・
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
応
援
し
た
い
気
が
す
る
。
し
か

し
、
ほ
ん
と
う
に
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
悲
報
が

一
つ
。
九
九
年
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
頂
上
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
二

十

一
時
間
を
過
ご
し
、
昨
年
は
Ｂ
Ｃ
か
ら

山
頂
ま
で
十
六
時
間
五
十
六
分
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
登
頂
記
録
を
達
成
し
た

〃超
人
〃

バ
グ

・
チ
リ

ｏ
シ
ェ
ル
パ

（三
十
四
歳
）

が
四
月
二
十
九
日
、
ネ
パ
ー
ル
側
Ａ
Ｂ
Ｃ

近
く
で
ク
レ
バ
ス
に
落
ち
て
死
ん
だ
。
自

分
の
六
人
の
娘
た
ち
の
た
め
に
村
に
学
校

を
建
て
た
い
、
と
十

一
度
目
の
登
頂
を
め

ざ
し
て
い
た
。

この頂上でサッカーは可能か。サハマ峰

(14)
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平
尾
光
司
他
四
名
の
刊
行
委
員
会
ｏ
編

『追
悼

中
島
寛

・
天
地
あ
る
限
り
』

惜
し
ま
れ
て
突
然
逝

っ
た
中
島
寛
さ
ん

の
こ
と
は
、
ま
だ
多
く
の
会
員
の
中
に
強

い
印
象
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
生
涯
山
登
り
を
続
け
た
そ
の
活
躍

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
人
と
の
交
流
を
大

事
に
し
た
彼
の
、
包
容
力
に
富
ん
だ
人
間

性
が
、
幅
広
い
層
の
人
々
に
消
え
ぬ
何
物

か
を
残
し
て
い
る
よ
う
だ
。

す
で
に
、
死
の
直
前
に
自
ら
が
ま
と
め

た
山
の
本
、
『
一
期

一
会
の
山
、
人
、
本
』

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
主
に
仕

事
や
社
会
的
交
流
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た

方
々
、
八
十
人
余
り
の
寄
稿
に
よ
る
追
悼

文
集
で
あ
る
。
執
筆
者
に
は
学
友
、
仕
事

仲
間
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
友
人
な
ど
、
多
様
な
活
躍
の
そ
れ
ぞ

れ
の
局
面
で
触
れ
合

っ
た
人
々
が
そ
ろ
っ

て
お
り
、
読
ん
で
い
け
ば
中
島
さ
ん
の
幅

広
い
足
跡
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
展
開

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
た
ち
は
、
ほ
と

ん
ど
異
口
同
音
に
そ
の
交
流
で
感
じ
た
強

い
印
象
を
物
語

っ
て
お
り
、
感
動
の
表
現

は
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
常
に
つ
き
ま
と
う
こ

と
は
、
何
事
に
も
い
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
い
つ
の

間
に
か
強
烈
な
中
島
流
と
も
い
う
べ
き
彼

の
行
き
方
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
不
思
議

な
体
験
を
し
た
と
い
う
感
慨
で
あ
る
。

寄
稿
文
を

一
、
二
紹
介
す
れ
ば
、
わ
か

り
や
す
い
経
済
談
義
で
著
名
な

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
竹
内
宏
氏
は
、
「大
き
な
笑
顔
」
と
題

す
る
文
の
中
で
、
中
島
さ
ん
の
存
在
感
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。
「彼
は
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
考
え
方
に
立

っ
て
、
ゆ
っ
く

り
諭
す
よ
う
に
話
し
、
話
し
終
わ
る
こ
ろ

に
は
大
き
な
顔
全
体
が
笑
顔
に
変
わ
る
。

彼
に
会
う
と
、
悩
み
事
が
す

っ
か
り
消
え

て
し
ま
う
の
で
あ
る
」

ま
た
、
自
治
会
活
動
仲
間
の
学
友
で
生

涯
思
想
的

つ
な
が
り
で
結
ば
れ
て
い
た
宮

崎
省
吾
氏
は
、
「や
っ
ぱ
り
中
島
は
山
だ

っ

た
」
と
題
し
て
、
中
島
さ
ん
の
社
会
活
動

と
登
山
の
間
の
矛
盾
を
解
き
明
か
す
。
他

の
こ
と
は
と
も
か
く
、
登
山
だ
け
は
体
力

素
質
と
か
限
ら
れ
た
も
の
に
し
か
な
い
天

性
を
要
す
る
も
の
だ
か
ら
、
彼
は
と
こ
と

ん
山
に
打
ち
込
む
の
が
天
命
た
る
や
も
知

れ
な
か
っ
た
の
に

〃必
要
に
応
じ
て
と
る
〃

理
想
社
会
で
な
い
が
故
に
自
己
完
結
し
得

な
か
っ
た
の
は
、
彼
に
と

っ
て
残
念
な
こ

と
だ

っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
登
山
を
通
じ
て
彼
を

知
る
者
た
ち
に
と

っ
て
、
外
の
世
界
で
か

く
も
多
く
の
人
々
が
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
思
い
を
込
め
た
心
情
を
連
ね
て
い
る
こ

の
大
冊
に
接
す
る
と
、
登
山
界
で
は
た
だ

彼
の
発
す
る
エ
ト
ス
を
受
け

っ
ぱ
な
し
で

あ

っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
る
羽
目
に
陥
る
ば

か
り
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
（倉
知
　
敬
）

二
〇
〇
〇
年
十
月
　
中
島
寛
追
悼
集
刊

行
委
員
会
発
行
　
一二
四
〇
ペ
ー
ジ
　
非

士冗
口田

上
條
　
武
ｏ
著

『上
高
地
２
　
常
念
鳥
帽
子
縦
走
記
』

交
通
事
故
の
後
遺
症
、
そ
の
苦
痛
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
か
じ
り
つ
い
た
と
い
う
日

本
登
山
史
の
調
査
研
究
か
ら
な
る
上
高
地

二
部
作
は
、
上
高
地
２
の
刊
行
が
最
後
に

な

っ
た
。
本
書
は
常
念
か
ら
書
き
起
こ
さ

れ
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。
井
口
良

一

の
常
念

・
烏
帽
子
縦
走
記
、
自
馬
岳
登
山
、

松
本
歩
兵
第
五
十
連
隊
の
北
ア
ル
プ
ス
登

山
等
々
大
正
期
の
登
山
か
ら
、
槍
沢
小
屋

は
じ
め
上
高
地
周
辺
の
山
小
屋
の
草
創
期

の
様
子
、
そ
れ
に
拘
わ
る
人
々
と
そ
の
歴

史
。
焼
岳
大
爆
発
の
写
真
と
そ
れ
に
ま
つ

図 書 紹 介

イラスト 蜂谷益雄

わ
る
複
雑
な
人
間
模
様
。

著
者
は
終
始

一
貫
し
て
嘘
や
ご
ま
か
し

の
な
い
歴
史
の
真
実
を
追
究
し
、
こ
れ
を

記
録
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
ま
た
真
に
立

派
な
業
績
を
残
し
な
が
ら
も
何
ら
か
の
理

由
で
埋
没
し
て
い
る
人
物
と
そ
の
足
跡
を

掘
り
起
こ
し
、
歴
史
の
行
間
を
埋
め
る
こ

と
に
も
使
命
感
を
抱
き
続
け
て
き
た
と
い

う
。
数
多
く
の
資
料
収
集
、
綿
密
な
調
査

研
究
、
不
自
由
な
体
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

と
い
う
が
、
そ
の
情
熱
は
行
間
か
ら
も
伝

わ

っ
て
く
る
。
数
多
く
の
貴
重
な
写
真
も

収
録
さ
れ
て
お
り
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（渡
遣
玉
枝
）

二
〇
〇
〇
年
十

一
月
　
独
本
書
房
発
行

四
四
四
ペ
ー
ジ
　
三
千
八
百
円

日
本
山
岳
会
山
陰
支
部
ｏ
編

『美
し
き
伯
音
の
滝
た
ち
』

田
原
一
久
写
真
集

『中
国
山
地
の
四
季
』

高
さ
を
め
ざ
す
の
が
山
登
り
人
種
の
本

能
で
あ
り
、
百
名
山
な
ど
到
達
し
た
峰
の

数
を
競
う
の
が
ゲ
ー
ム
感
覚
の
産
物
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
高
き
を
望
ま
ず
数
を
問
題

と
し
な
い
で
山
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
で

満
足
す
る
人
た
ち
を
ど
う
呼
ん
だ
ら
よ
い

か
。
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
山
陰
支

部
が
編
ん
だ

『美
し
き
伯
音
の
滝
た
ち
』

は
、
鳥
取
県
中
西
部
の
、
か
つ
て
伯
老
日
の

国
と
呼
ば
れ
た
地
域
を
探
索
す
る
努
力
の

(15)
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産
物
で
あ

っ
て
、
位
置

・
形
状

・
規
模
の

デ
ー
タ
を
添
え
た
写
真
集
で
あ
る
。
こ
う

し
た
テ
ー
マ
を
設
け
て
山
懐
を
探
る
こ
と

自
体
に
風
雅
の
心
が
通

っ
て
い
て
滋
味
に

富
む
冊
子
と
な

っ
た
。
四
十
の
滝
の
多
く

に
不
動
、
阿
弥
陀
、
観
音
、
竜
王
、
地
獄

な
ど
信
仰
に
因
む
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、

民
俗
研
究
の
端
緒
を
含
み
持
つ
資
料
に
も

な

っ
て
い
る
の
は
、
無
欲
さ
の
愛
す
べ
き

副
産
物
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

も
う

一
冊
は
広
島
出
身
の
写
真
家
が
、

大
山
以
西
、
広
島
県
の
西
部
ま
で
の
中
国

山
地
を
舞
台
と
し
て
、
四
季
折
々
の
自
然

の
風
景
を
撮

っ
て
編
ん
だ
純
然
た
る
写
真

集
。
山
そ
の
も
の
の
姿
を
写
し
た
作
品
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
主
体
は

山
村
と
樹
林
、
草
花
と
渓
流
、
雲
や
霧
や

陽
光
な
ど
、
山
の
風
景
を
彩
る
も
の
た
ち

で
あ
る
。

山
岳
地
帯
の
主
役
が
山
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
二
冊
は
、
山
懐
の

脇
役
た
ち
の
、
大
向
こ
う
受
け
を
狙
わ
な

い
地
味
な
役
割
を
写
し
撮

っ
た
も
の
、
と

言

っ
て
よ
か
ろ
う
。
地
味
な
ら
で
は
の
魅

力
を
味
わ
い
た
い
と
思
う
人
た
ち
に
お
勧

め
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（宮
下
啓
三
）

『美
し
き
イ自
、音

の
滝
た
ち
』
二
〇
〇
〇
年

八
月
　
山
陰
支
部
発
行
　
八
六
ペ
ー
ジ

千
九
百
五
円

『中
国
山
地
の
四
季
』
二
〇
〇
〇
年
十

月
　
東
京
新
聞
出
版
局
発
行
　
二
千
八

百
円

出版年 寄贈/購入別

図書受入報告 (2001年 3月 )

ベージ・大きさ 出版元著 者 書   名

金沢ナカオ山岳会 (編 )石川の自然公園「医王山」:浅野川源流の山

遭難事故調査委員会(編 )北アルプス大 日岳遭難事故調査報告書

東高山岳部史編集委員会(編)菊葉の山人たち:東京高等学校山岳部史

杉本誠 (編)    新世紀を拓 く/世界10人の山の写真家展 (日 本語解説書 )

Harish Kttadia(ed。 )A Passage Ю Himalaya

Rollo Steffens     Karakol■ m:Die Wilden Berge Asiens

Wolfgalg Pillewizer Zwischen Wuest und GletscheЮ is

Der Berg Rut!:Die Alpinismus― Ausstellung im Salzburger Land(Katalog)175pノ19cm

100 Scatti per i1 2000:10 Fotograi per le Montagne del Nuovo Millennio   164pp/21cIIl

95pp/19cm 金沢ナカオ山岳会 2001  発行者寄贈

78pp/30cm 遭難事故調査委員会 2001  発行者寄贈

109pp/26cm 峠の会     2000  発行者寄贈

36pp/21cm 豊田市役所文化振興課 2001  発行者寄贈

351pp/23cm The Himalaytt Club 2001  発行者寄贈

159pp/29cm Bmckmann    2000  W.Hcichel氏 寄贈

210pp/21cm VEB Hcnnam Ha¨ k1960  W.Hcichel氏 寄贈

Altenmttkt― Zauchensee      2000  W.Hcichel氏 寄贈

Museo Nazionale dena Montagna 2000  豊田市役所寄贈

里
信
敏
行

菊
地

朝
和

古
瀬
浩
介

■
会
員
異
動

物
故

小
泉
昭
二

（四
五
六
八
）
９９

小
島
哲

（五
五
六
七
）
００

ｏ

小
池
実

（九
七
九
八
）
０ｌ

ｏ

小
田
稔

（八
九
七

一
）
０１

・

藤
井
昭
孝

（
一
二

一
二
八
）

改
姓

藤
井
か
を
り

（
一
〇
二
九
四
）
↓
川
越

退
会

岸
　
邦
紀

（五
三
八
九
）

丸
野
貞
彦

（五
七
三
四
）

福
井
浩
之

（六
三
〇
九
）

柳
谷
正
義

（七
〇

一
〇
）

篠
原
　
健

（七
六
五
二
）

河
村
章
人

（八
五
三
五
）

浅
田
由
徳

（九
六
〇
七
）

蓑
原
重
夫

（九
六
八

一
）

川
波
勝
太
郎

（九
九
二
九
）

荒
井
奥
弘

⌒
一
〇

一
一
九
）

斎
藤
幸
子

（
一
〇

一
六
七
）

田
中
栄
子

（
一
〇
五
七

一
）

本
間
美
智
子

（

桂
　
俊
夫

鈴
木
　
進

伏
谷

水
野
　
宏

（

嘉
田

土
屋崎

輝
幸靖 郎 彦

安 日
野 下
正 部
弘 雅
⌒ 昭
八 ⌒
七

=
五 壬

01こ

ム010132110

亮3311421・「
11 1        

° 1

一
一
〇
〇
〇
）

一
〇
四
八
）

一
〇
六
四
）

一
三
二
七
）

一
七
〇
四
）

一
九
二
五
）

二

一
九
五
）

三
二

一
八
）

一
三
二
七
六
）

二
五
〇
五
）

二
六
九

一
）

３

月

１

日

２

日

６

日

１４

日

２７

日

２８

日

２９

日

３０

日

３１

日
26242322
日 日 日 日

21 191615
日 日 日 日

13 12987
日  日 日 日 日

学
生
部
　
自
然
保
護
委
員
会

総
務
委
員
会

学
生
部
　
二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
の
自
然
学
研
究
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

資
料
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
山
げ

ら
の
会

常
務
理
事
会
　
会
報
編
集
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ
　
９５

同
期
会

理
事
会
　
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会
　
９９
同
期

△バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノヽ

科
学
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１６

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会
　
　
　
　
＜

総
務
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
三
水
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

青
年
部
　
学
生
部
　
９８
同
期
会

図
書
委
員
会
　
００
同
期
会

評
議
員
会

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会
　
ミ
ニ

水
力
発
電
実
行
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
フ
イ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会

９９
同
期
会

学
生
部

財
務
委
員
会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

３
月
来
室
者

６４７
名

一ム

出
日

一

Ｆ
ト
ー
‐
‐
‐卜Ｆ
ト
ト
Ｌ
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目

圏

国

二
月
理
事
会

日
時
　
十
二
年
二
月
十
四
日
因
十
八
時
三

十
～
二
十

一
時
三
十
分

場
所

日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、
森
、

宮
崎
、
高
原
、
村
井

（葵
）
、
宮
下
、
河
西
、

松
原
、
高
遠
、
坂
井
、
鯵
坂
各
理
事
、
中

村
監
事
、
中
川
、
平
山
、　
田
邊
、
吉
永
各

常
任
評
議
員

［委
任
］

勝
山
、　
坂
本
、
増
山
各
理
事
、

神
崎
監
事
、
平
野
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画

（案
）
及

び
収
支
予
算

⌒案
）
に
つ
い
て

（西
村
、

村
井
龍
）

別
添
資
料
に
よ
り
提
案
が
あ
り
、
詳
細

に
検
討
の
結
果
、　
一
部
追
加
、
改
正
。
併

せ
て
、
本
案
件
議
事
録
の
文
部
科
学
省
提

出
に
あ
た
り
、
そ
の
署
名
人
を
、
村
井
龍

一
、
高
原
三
平
と
す
る
。
　
　
　
　
承
認

二
、
定
期
預
金
の
預
金
先
分
散

（村
井
龍
）

財
務
委
員
会
に

一
任
を
提
案
。
基
本
的

に
は
元
本
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
ペ
イ
オ

フ
の
対
応
を
考
え
る
。　
一
行

へ
の
預
金
額

は
三
千
～
五
千
万
円
を
目
安
と
し
て
い
る
。

承
認

三
、
松
本
市
岳
都
都
市
会
議

「ア
ル
プ
ス

山
岳
館
特
別
企
画
展
」
へ
の
協
力

（鰺
坂
）

松
本
市
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
よ
り
、
十
月

七
～
九
日
ま
で
松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
世

界
岳
都
都
市
会
議
の
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン

ト
し
て
行
わ
れ
る
行
事

へ
の
協
力
依
頼
が

あ

っ
た

（別
添
資
料
あ
り
）
。
概
要
は
、
第

一
期
七
月
七
日
～
八
月
九
日
、
北
ア
ル
プ

ス
等
の
空
撮
写
真
、
第
二
期
は
十
月
七
～

二
十
八
日
、
ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ

所
蔵
写
真
等
の
展
示
を
す
る
。
費
用
は
基

本
的
に
全
て
依
頼
者
が
も

つ
が
、
詳
細
は

検
討
中
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

一
、
『山
岳
』
復
刻
出
版
に
関
す
る
覚
書
に

つ
い
て

（西
村
）

二
月
理
事
会
決
定
を
踏
ま
え
、
覚
書
を

手
直
し
て
弁
護
士
等
専
門
家
に
み
て
も
ら

い
、　
一
部
訂
正
し
て
別
添
に
示
す
内
容
作

成
を
し
た
。
ア
テ
ネ
書
房
押
印
済
み
の
覚

書
に
当
会
の
捺
印
を
し
、
取
り
交
わ
し
を

行
う
こ
と
に
す
る
。

二
、
第
四
回
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

（西
村
）

昨
年
十

一
月
実
施
、
そ
の
報
告
が
別
添

報
告
書
に
よ
り
あ

っ
た
。
会
員
構
成
、
会

員
の
ユ
ー
ズ
等
の
現
状
を
把
握
し
、
中
長

期
の
ビ
ジ

ョ
ン
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
ま
た
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
作

成
の
参
考
と
し
た
い
。
各
方
面
で
の
活
用

依
頼
が
あ

っ
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
者
は
三
二
五
五
名

（発
送
数
五
九
八
三

名
）
、
回
答
率
は
五
四
・四
％
だ

っ
た
。
第

一
回

（昭
和
四
十
七
年
）
三
二
％
、
第
二

回
⌒昭
和
五
十
八
年
）
四
五
％
、第
二
回
（平

成
元
年
）
五

一
％
。

三
、
文
部
科
学
省
の
立
ち
入
り
監
査
に
つ

い
て

（西
村
）

二
月
二
十
二
日
、
文
部
科
学
省
の
立
ち

入
り
監
査
が
あ

っ
た
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課

の
担
当
官
が
そ
の
任
に
あ
た
り
、
小
倉
副

会
長
、
西
村
、
村
井

（龍
）
、
中
村
が
対
応

し
た
。
勘
定
科
目
名
の
検
討
依
頼
な
ど
を

除
き
特
に
大
き
な
指
摘
は
な
か
っ
た
。

四
、
世
界
岳
都
都
市
会
議

へ
の
名
義
後
援

に
つ
い
て

（西
村
）

松
本
市
長
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
協
力
す

る
旨
の
回
答
を
し
た
。

五
、
ロ
ー
ク
ダ

・
ル
シ
ヤ
ン
氏
の
表
彰
に

つ
い
て

（西
村
）

マ
ナ
ス
ル
登
山
な
ど
ネ
パ
ー
ル
で
お
世

話
に
な

っ
た
ロ
ー
ク
ダ

・
ル
シ
ヤ
ン
氏

ヘ

別
添
文
案
の
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
。

六
、
大
町
山
岳
博
物
館
創
立
五
十
周
年
記

念
事
業
の
共
催
に
つ
い
て

（西
村
）

標
記
実
行
委
員
会

（委
員
長

武
田
武
）

よ
り
依
頼
が
あ
り
了
解
し
た
。

七
、
写
真
、
資
料
等
の
掲
載
、
使
用
願
い

許
可

（西
村
）

以
下
の
事
項
に
つ
き
許
可
を
し
た
。

①
信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
局
よ
り
、
『知
ら

れ
ざ
る
Ｗ
・ウ

ェ
ス
ト
ン
』

（二
〇
〇

一
年

八
月
刊
行
予
定
）

へ
掲
載
予
定
の
ウ

ェ
ス

ト
ン
の
写
真
掲
載

②
著
漢
堂
よ
り

『日
本
ア
ル
プ
ス
発
見
―

西
洋
文
化
の
交
流
』
（庄
田
元
男
著
）
の
な

か
で
、
『山
岳
』
等
の
転
載
使
用

（六
点
）

③
山
と
漢
谷
社
よ
り

『目
で
見
る
日
本
登

山
史
』
（二
〇
〇

一
年
四
月
刊
行
予
定
）
の

な
か
で
、
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
の
図
版
を

複
写
の
う
え
掲
載
。

八
、
環
境
事
業
団
の
募
金
箱

（西
村
）

設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

九
、
国
際
山
岳
年

（二
〇
〇
二
年
）
取
り

組
み
準
備
会
出
席
報
告

（高
遠
）

国
際
山
岳
年
は
、　
一
九
九
二
年
ブ
ラ
ジ

ル
で
開
催
さ
れ
た
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
連
会
議

（地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
を
受
け
、

一
九
九
八
年
の
国
連
総
会
で
、
地
球
サ
ミ

ッ
ト
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
二
年
を
記

念
し
て
決
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
強
力
な

推
進
組
識
で
運
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

6′ 9  キナバル山量頂
7ノ 7   カナダ:フエアピュ‐山量頂
717.817 大姑娘山登頂
8117  長自由(自頭山)量頂

・7月 5'815カムカリカ・ア′1チャ山量頂 8日 間
★その他にも多数コースがございます

間

間

間

間

間

5日

9日

9日

7日

6月 5061206122・ 6129'716,711
01日 岳と斜里岳と饉阿書岳4日間

総合カタログ(180P)完成!ご請求くださ11(無料)

(17)
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な
く
、
い
ま
の
と
こ
ろ
、
「国
連
大
学
で
行

う
行
事
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
当
会
で
実
施
し
て
い

る
事
業
は
、
本
テ
ー
マ
に
近
い
も
の
が
多

数
あ
る
。
来
年
は
、
頭
に

「国
際
山
岳
年
」

を
つ
け
る
こ
と
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

当
面
、
準
備
会
の
出
席
は
高
遠
理
事
に
お

願
い
す
る
。

十
、
評
議
員
の
改
選
に
つ
い
て

（西
村
）

次
期
、十
二
名
の
評
議
員
改
選
が
あ
る
。

会
長
、
副
会
長
を
中
心
に
候
補
者
を
選
定

中
だ
が
、
推
薦
者
が
あ
れ
ば
提
案
し
て
も

ら
い
た
い
。

十

一
、
当
会
の
組
織
及
び
運
営
の
改
革
の

提
案

（宮
崎
、
坂
井
）

一
月
理
事
会

へ
の
提
案

（タ
イ
ト
ル
は

「委
員
会
再
編
成
の
提
案
」
）
を
踏
ま
え
て
、

学
生
部
指
導
、
集
会
、
高
所
登
山
研
究
、

指
導
、
青
年
部
、
遭
難
対
策
の
担
当
四
理

事
よ
り
、別
添
資
料
に
示
す
提
案
が
あ
り
、

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
当
会
と
し
て
、
重

要
課
題
と
認
識
し
十
分
な
議
論
を
別
の
機

会
を
設
け
て
行
う
こ
と
と
し
た
。
（四
月
二

十
五
日
午
後
十
八
時
三
十
分
よ
り

「理
事

懇
談
会
」
で
開
催
予
定
）

十
二
、
マ
ー
ク
商
標
登
録
の
更
新

（西
村
）

「Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
」
の
商
標
権
の
登
録
更

新
を
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
（登
録
は
昭

和
五
十
六
年
二
月
二
十

一
日
付
）

十
二
、
各
委
員
会
報
告

財
務
委
員
会

ｏ
村
井

（龍
）

月
次
会
計
報
告
が
あ

っ
た
。

総
務
委
員
会

・
高
原

二
月
二
十
四
、
二
十
五
日
、
全
国
支
部

事
務
局
担
当
者
会
議
を
、
水
道
橋
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
、
当
会
会
議
室
に
お
い
て
開
催

し
た
。
初
日
は
、
大
塚
会
長
の
講
演

「二

十

一
世
紀

へ
の
提
言
―
何
を
語
り
継
ぐ
ベ

き
か
―
」
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
テ
ー
マ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「支
部
活
動
を
語
る
」
を

三
支
部

（東
九
州
・西
孝
子
会
員
、
東
海
・

星

一
男
会
員
、
京
都

ｏ
内
田
昌
子
会
員
）

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
、
周
年
行
事

ｏ
全
国
支
部

懇
談
会
実
施
、
海
外
山
行
、
月
例
山
行
を

中
心
に
具
体
的
な
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
基
づ
く
活
発
な
討
論
が
あ

っ
た
。

議
論
は
懇
親
会
で
も
熱
心
に
続
い
た
。
翌

日
は
場
所
を
当
会
に
移
し
、
事
務
連
絡
、

各
支
部
か
ら
の
要
望
、
問
題
点
等
を
主
に

討
論
を
行

っ
た
。
（資
料
配
付
）

会
報
委
員
会

ｏ
村
井

（葵
）

『山
』
二
月
号
は
、
「森
林
と
人
類

岩
坪

五
郎
会
員
」
「ミ
ニ
水
力
発
電

森
武
昭
会

員
」
が
主
な
特
集
記
事
。

青
年
部

ｏ
松
原

『き
り
ぎ
り
す
』
二
号
を
刊
行
し
た
。
若

い
会
員
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
目
を
通
し
て
も
ら
い
た
い
。

自
然
保
護
委
員
会

・
河
西

①
二
月
度
理
事
会
決
定
に
よ
る
平
成
十
三

年
度
地
球
環
境
基
金
助
成
金
申
請
の
取
り

下
げ
は
事
務
的
に
不
可
能
で
あ

っ
た
。
よ

っ
て
当
局
と
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
時
に
取
り
下
げ
の
旨
伝
達
す
る
。

②
二
月
七
日
、
高
尾
の
森
の
敷
地
内
に
物

置
小
屋
を
設
置
し
道
具
類
を
収
納
し
た
。

高
尾
の
森

「植
樹
祭
」
を
四
月
十
五
日
に

行
う
の
で
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。

資
料
委
員
会

・
鯵
坂

当
会
所
有
資
料
の
寄
託
先
よ
り
延
長
願

い
が
あ
り
受
け
入
れ
た
。
今
回
の
受
け
入

れ
は
次
の
五
点
で
平
成
十
二
年
四
月

一
日

よ
り

一
年
間
。

①
南
会
津
郡
桧
枝
岐
村
よ
り
、
武
田
久
吉

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
の
武
田
久
吉
資
料
。

②
大
町
市
教
育
委
員
会
よ
り
、
大
町
山
岳

博
物
館
で
の
山
岳

・
美
術
資
料

（
一
二
九

品
目

一
六
二
点
）。

③
松
本
市
よ
り
、
ア
ル
プ
ス
山
岳
館
で
の

資
料

（六
九
二
件
七
九
二
点
）。

④
日
本
体
育

・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
よ
り
、

秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
で
の
展
示

資
料
。

⑤
河
口
湖
美
術
館
よ
り
、
当
館
で
の
絵
画

（
一
占
（）
。

そ
の
他

①
増
山
理
事
が
海
外
へ
長
期
出
張
の
た
め
、

代
行
と
し
て
医
療
委
員
会
は
大
森
副
会
長
、

海
外
連
絡
委
員
会
は
西
村
が
担
当
理
事
と

し
て
そ
の
任
に
あ
た
る
。

②
非
公
式
だ
が
四
月
二
十
日
よ
リ
ネ
パ
ー

ル
皇
太
子
が
訪
日
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
当

会
と
し
て
の
対
応
は
、
外
務
省
よ
り
公
式

に
依
頼
が
き
た
段
階
で
検
討
す
る
。

③
評
議
員
会
を
二
月
二
十
四
日
十
三
時
よ

り
開
催
す
る
予
定
。

◆
古
道
を
尋
ね
て
（箱
根
峠

・
鎌
倉
吉
道
）

図
書
委
員
会

第
八
回

「古
道
を
尋
ね
て
」
は
箱
根
峠

か
ら
三
島
市
ま
で
の
推
定
鎌
倉
古
道
を
歩

き
ま
す
。
箱
根
古
道
と
は
違

っ
た
趣
で
、

平
安

・
鎌
倉
時
代
を
偲
び
な
が
ら
約
五
時

間
の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル

・
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
　

詢

日
時
　
六
月
十
日
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

集
合
　
箱
根
登
山
バ
ス
元
箱
根
バ
ス
停
前

午
前
十
時

コ
ー
ス
　
元
箱
根
杉
並
本
～
箱
根
峠
～
下

山
中
～
北
条
幻
庵
屋
敷
跡
～
Ｊ
Ｒ

三
島
駅

連
絡

・
問
合
せ
先
　
大
橋
晋

（肌
＆
豚
○

四
二
―
九
四
二
―
二
四
〇
七
）

＊
参
加
者
は
直
接
現
地
に
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

◆
第
五
十
五
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

主
管

・
信
濃
支
部

六
月
二
日
ω
　
徳
本
峠
越
え

午
前
五
時

・
安
曇
村
島
々
宿
で
受
付

午
前
六
時

・
同
所
出
発

所
要
時
間
　
上
高
地
ま
で
八
～
十
時
間

lNFORMA丁 10N
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六
月
二
日
０
　
碑
前
祭

午
前
十
時
～
十

一
時
二
十
分

場
所
　
上
高
地
ウ
エ
ス
ト
ン
広
場

内
容
　
山
岳
会
長
挨
拶
、
記
念
講
演
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど

問
合
せ
先
　
中
野
和
郎

（皿
〇
二
六
三

‥

七
二
‥
三
二
四
五
）
百
瀬
寿
雄

（皿

〇
二
六
三

‐
三
二

‥
三
六
四
五
）

◆

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
鳥
海
」

自
然
保
護
委
員
会

「自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
ー
Ｎ
」
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

日
程
　
八
月
十
七
０
～
十
九
日
０

場
所
　
山
形
県
八
幡
町

ｏ
遊
佐
町

費
用
　
二
万
三
千
円

（他
に
東
京
か
ら
の

全
行
程
バ
ス
代

一
万
三
千
円
）

第

一
日
　
鳥
海
高
原
家
族
旅
行
村

に
て

「イ
ヌ
ヮ
シ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

関

山
房
兵

・
佐
藤
淳
志
他

第
二
日
　
鳥
海
山
南
麓
ブ
ナ
林
探
検
の
後

「鶴
間
池
ブ
ナ
の
森

コ
ン
サ
ー
ト
」

宮
沢
賢
治

「注
文
の
多
い
料
理
店
」

紙
芝
居

ｏ
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
な
ど

猛
禽
類
保
護
セ
ン
タ
ー
見
学
の
後

大
平
山
荘

へ
。
夜
は

「ト
ゥ
ナ
イ

ト
ｉ

ｎ
鳥
海
山
」
民
謡

ｏ
演
劇

・

演
奏
お
よ
び
懇
親
会

第
二
日
　
鉾
立
で
解
散

・
帰
京

＊
鳥
海
山
登
山
は
健
脚
者
に
限
り
別
途
便

宜
を
図
り
ま
す
「
集
団
登
山
を
避
け
る
た

め
、少
人
数
グ
ル
ー
プ
別
登
山
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
大
山
恭
司

（〒
三
二
〇

‥
〇

〇
〇
五
大
宮
市
小
深
作
三
二
〇

‐

八
　
皿
＆
豚
〇
四
八

‐
六
八
三

‥

五
五
二
九
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
第
十
三
回
つ
く
も
会
山
行

日
時
　
六
月
二
十
三
日
ω

場
所
　
足
尾
山
塊
袈
裟
丸
山

集
合
　
Ａ
＝
東
北
本
線
小
山
駅
前
交
番
前

七
時

Ｂ
＝
武
蔵
野
線
東
所
沢
駅
改
札
口

六
時
四
十
五
分

＊
Ａ
Ｂ
と
も
に
十
名
限
定

申
込
　
六
月
八
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
Ａ
Ｂ

い
ず
れ
か
を
明
記
し
て
日
本
山
岳

会

「
つ
く
も
会
」
事
務
局
諏
訪
宛

（皿
〇
二
八
〇
‐
九
八
‥
二

一
五
三
）

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

＊
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
を

大
歓
迎
し
ま
す
。

◆
東
海
支
部
設
立
四
十
周
年
記
念

ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

支
部
設
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
の

一
つ

と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。
そ
の
際
、
ネ
パ
ー
ル
の
ホ
テ
ル

に
て
四
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
冬

期

ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
の
壮
行
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
参
加
希
望
者
は
、
フ

ァ
ク
ス
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
折
り
返

し
案
内
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

日
程
　
十

一
月
二
日
～
十

一
日
の
九
日
間

予
定

コ
ー
ス
お
よ
び
参
加
費

Ａ
　
ゆ
っ
た
リ
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
＆
ナ
ガ
ル

コ
ッ
ト
九
日
間
　
　
二
十
七
万
九
千
円

Ｂ
　
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

・
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
パ
ノ

ラ
マ
九
日
間
　
　
　
二
十
七
万
七
千
円

Ｃ
　
エ
ベ
ン
ス
ト

・
ク
ー
ン
ブ
パ
ノ
ラ
マ

九
日
間
　
　
　
　
　
二
十
八
万
三
千
円

Ｄ
　
ラ
ン
タ
ン
ヘ
リ
ト
レ
ツ
ク
九
日
間

三
十
三
万
三
千
円

申
込
　
会
員
番
号

・
住
所

・
氏
名

・
希
望

の
コ
ー
ス
を
明
記
し
、
東
海
支
部

ル
ー
ム

（惚
〇
五
二

‥
三
二
二

‥

七
九
二
四
）

ヘ

◆
ア
ル
プ
の
作
家
た
ち
展

新
緑
の
上
高
地
で
、
雑
誌

「ア
ル
プ
」

で
お
な
じ
み
の
畔
地
梅
太
郎
、
足
立
源

一

郎
氏
ら
十
四
名
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
六
月

一
０
～
三
十
日
０

場
所
　
上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル
　
ギ
ャ
ラ
リ

ー
大
地

入
場
無
料

＊
六
月
十
日
、
二
十
三
日
に
は
記
念
の
集

い
を
開
催
し
ま
す
。

問
合
せ
　
〒
二
九
〇

‥
一
五

王
ハ
　
長
野

県
南
安
曇
郡
安
曇
村
上
高
地
　
皿

〇
二
六
三

‐
九
五

‐
二
三

一
一

ｈ
Ｏ
二
六
三

‐
九
五

‐
二
六
三
九

上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル
内

「ア
ル
プ

展
記
念
の
集
い
」
係

・
栗
山
宛

◆

二
〇
〇

一
年
日
本
山
岳
画
協
会
展

山
を
愛
し
、
山
を
描
き
続
け
て
い
る
洋

画
家
た
ち
に
よ
る
山
を
主
題
と
し
た
作
品

約
二
十
五
点
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
　
七
月
二
０
～
八
日
０
　
十

一
時
～

十
八
時
三
十
分

（最
終
日
は
十
七

時
ま
で
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京

都
中
央
区
銀
座
四

‥
一
〇

一
肌
○

三

‐
二
五
六
七

‥
一
六
七

一
）

入
場
無
料

連
絡
先
　
牧
潤

一
宛

（〒
二
五
六

‐
○
○

〇
四
埼
玉
県
上
福
岡
市
上
福
岡

一

‥
四

‐
一
三

‥
一
二
〇
七
）

■
訂
正
　
四
月
号
（六
七

一
）
一
七
ペ
ー
ジ

グ
ラ
フ

「年
間
登
山
日
数
／
他
山
岳
会
所

属
」
の
脚
注
が
他
山
岳
会
へ
の

〃所
属
と

無
所
属
が
〃
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
〓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

巻
頭
で
助
成
隊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
長
に
　
は

行
動
概
要
と
心
意
気
を
述
べ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
前
号
の
石
川
直
樹
会
員
の
記
事
と

合
わ
せ
て
、
新
た
な
若
さ
の
台
頭
に
閉
塞

感
を
払
拭
す
る
流
れ
と
夢
を
感
じ
ま
す
。

百
周
年
も
迫
り
く
る
中
、
今
後
も
志
あ
る

山
登
り
の
構
築
を
期
待
し
ま
す
。
（村
井
）
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